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憲法議会における「ワイマール・モデル」
五四三二 芦川（均）委員長「ワイマール懸法と、名前をⅢいただけでぞっとするのです」
鈴木（義男）委員「私は違った見方をしています。もしあの憲法が（歪められずに）施行されていた
ら、ドイツは救われていたでしょう」
’
’
九
四
六
年
八
月
一
日
、
第
九
ｏ
回
帝
国
議
会
艫
法
改
正
案
委
員
小
委
員
会
に
て
．
Ｉ
憲
法
議
会
に
お
け
る
「
ワ
イ
マ
ー
ル
・
モ
デ
ル
」
「ワイマール・モデル」の提起
「ワイマール・モデル」の展開
鈴
木
義
男
に
お
け
る
ワ
イ
マ
ー
ル
・
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
森
戸
辰
男
に
お
け
る
ワ
イ
マ
ー
ル
・
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
に
お
け
る
ワ
イ
マ
ー
ル
・
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
受
容
ｌ
結
び
と
し
て
Ｉ
－
－
生
存
権
規
定
の
挿
入
Ｉ高
橋
彦
博
1
日
本
社
会
の
基
底
部
分
に
、
地
下
水
脈
と
し
て
底
在
し
て
い
た
「
近
代
化
」
志
向
の
エ
ー
ト
ス
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
終
了
直
後
に
お
ける大日本帝国憲法の改正過程で浮上、日本国憲法形成の自生的要因として顕在化し、戦後史の起点となった。「近
代
化
」
を
志
向
す
る
エ
ー
ト
ス
の
、
日
本
国
憲
法
形
成
過
程
に
お
け
る
「
集
権
モ
デ
ル
」
あ
る
い
は
「
ワ
イ
マ
ー
ル
・
モ
デ
ル
」
と
し
て
の顕現を確認するとき、「理念が世界において己れの姿を現わす」とする歴史哲学に、改めて立ち戻らざるをえない。
日
本
国
憲
法
の
草
案
は
、
確
か
に
占
領
軍
総
司
令
部
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
。
し
か
し
「
Ｇ
Ｈ
Ｑ
草
案
」
は
、
そ
の
ま
ま
翻
訳
さ
れ
て
憲
法
議
会
と
し
て
の
第
九
○
回
帝
国
議
会
二
九
四
六
年
六
月
開
会
）
に
提
起
さ
れ
た
の
で
は
な
か
っ
た
。
一
九
四
五
年
一
○
月
に
組
閣
さ
れ
―
九
四
六
年
四
月
に
倒
壊
す
る
幣
原
喜
顛
郎
内
閣
は
、
「
Ｇ
Ｈ
Ｑ
草
案
」
に
対
し
、
一
院
制
を
二
院
制にし、「土地固有化」規定を削除するなど、質的な変更を意味する内容上の修正を加えることに成功していた。そ
の
上
で
政
府
草
案
を
「
要
綱
」
と
し
て
一
九
四
六
年
三
月
六
日
に
発
表
し
て
い
る
。
こ
の
変
更
を
第
一
次
修
正
と
呼
べ
ば
、
再
編
過
程
に
あ
っ
た
支
配
階
層
の
指
導
理
念
と
な
っ
て
い
た
の
は
、
「
復
古
」
志
向
で
は
な
く
「
近
代
化
」
志
向
の
エ
ー
ト
ス
で
あ
り
、
具
体
的
に
は
「集権モデル」による政治統合システムの合理的再構築であった。
政
府
草
案
、
す
な
わ
ち
「
Ｇ
Ｈ
Ｑ
草
案
」
の
修
正
案
は
、
幣
原
内
閣
の
後
を
継
い
だ
吉
田
茂
内
閣
に
よ
っ
て
招
集
さ
れ
た
憲
法
議
会
に
お
い
て
、
第
一
次
修
正
以
上
の
質
的
な
変
更
を
意
味
す
る
修
正
を
受
け
た
。
こ
の
修
正
を
第
二
次
修
正
と
呼
べ
ば
、
社
会
党
政
権
が
出
現
する前夜の政治過程に登場したその修正柵想は、これもまた基本的には「近代化」エートスを撫導観念とするもので
あ
っ
た
が
、
具
体
的
に
は
「
ワ
イ
マ
ー
ル
・
モ
デ
ル
」
に
よ
る
社
会
化
シ
ス
テ
ム
の
展
開
を
企
図
す
る
新
構
想
で
あ
り
、
こ
の
第
二
次
修
「
ワ
イ
マ
ー
ル
・
モ
デ
ル
」
の
提
起
２
憲法議会における「ワイマール・モデル」
正
の
主
な
担
い
手
は
、
や
が
て
出
現
す
る
社
会
党
政
権
の
主
要
閣
僚
た
ち
で
あ
っ
た
。
ま
ず
、
第
一
次
修
正
に
お
け
る
「
集
権
モ
デ
ル
」
の
発
現
経
過
で
あ
る
が
、
幣
原
内
閣
は
、
「
Ｇ
Ｈ
Ｑ
草
案
」
の
訳
出
形
態
を
採
り
な
がら、内容における大幅な修正を試みた。天皇制の「象徴」化、交戦権と再軍備の自己否定、などの形式枠を守りな
（１）
がらも、一一○点以上の修正を実現させることに成功している。国務大臣・松本窯治、内閣法制局第一部長・佐藤達夫
な
ど
を
主
役
に
試
み
ら
れ
た
第
一
次
修
正
は
、
「
Ｇ
Ｈ
Ｑ
案
の
日
本
化
」
で
あ
り
、
そ
こ
に
秘
め
ら
れ
て
い
た
の
は
「
法
技
術
的
な
面
で
（２）
ぎ
り
ぎ
り
の
、
保
守
体
制
に
有
利
な
、
あ
る
い
は
日
本
の
法
伝
統
に
整
〈
口
す
る
よ
う
な
抵
抗
」
で
あ
っ
た
、
と
さ
れ
て
い
る
。
「ＧＨＱ草案」は、分節民主主義を前提とする「連邦国家モデル」であった。したがって、「ＧＨＱ草案」に対す
る
「
日
本
化
」
と
「
抵
抗
」
の
試
み
は
、
当
時
の
日
本
の
支
配
層
が
自
覚
す
る
日
本
社
会
の
特
質
と
し
て
の
中
央
集
権
体
制
へ
の
固
執
を
具
体
化
す
る
対
抗
モ
デ
ル
の
設
定
と
な
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
「
Ｇ
Ｈ
Ｑ
」
草
案
に
対
し
て
は
、
当
然
な
こ
と
な
が
ら
、
日
本
社
会
の
体
質
か
ら
す
る
拒
絶
反
応
が
示
さ
れ
た
。
た
と
え
ば
、
「
Ｇ
Ｈ
Ｑ
草
案
」
に
お
け
る
懸
法
前
文
が
不
要
と
さ
れ
た
。
国
民
主
権
の
明
文
化
が
避
け
ら
れ
た
。
皇
塞
典
範
を
国
会
の
審
議
対
象
と
す
る
こ
と
が
忌
避
さ
れ
た
。
基
本
的
人
権
に
は
「
安
寧
秩
序
」
の
枠
が
与
え
ら
れ
よ
う
と
し
た
。
爵
位
・
栄
典
制
度
の
存
続
が
計
ら
れ
、
土
地
国
有
化
と
社
会
保
障
制
度
義
務
化
の
方
向
性
が
否
定
さ
れ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
修
正
の
試
み
は
、
す
べ
て
実
現
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
拒
絶
反
応
の
多
く
は
無
視
さ
れ
た
ま
ま
消
え
て
い
る
。
第
一
次
修
正
に
お
い
て
、
地
方
自
治
関
連
の
何
点
か
に
つ
い
て
、
隠
微
な
、
あ
る
い
は
公
然
と
し
た
修
正
が
試
み
ら
れ
成
功
し
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
の
点
に
、
第
一
次
修
正
が
設
定
し
た
対
抗
モ
デ
ル
と
し
て
の
「
集
権
モ
デ
ル
」
の
特
徴
が
端
的
に
示
さ
れ
て
い
る
。
まず、コミュニティ概念が拒絶された。「ＧＨＱ草案」における〈岳の皇。］の８日日目ご〉は「国家社会」へ、最終
的には「全体」へ置き換えられた。同じく「首都地方、市及町ノ住民」（［ずの一目ロケ冒貝⑪。｛日の目ロ◎胃：口『８⑫．Ｑ鳥の
３
：Ｑ８ゴロの）は、「地方公共団体」となって「住民」が消去され、「彼等自身ノ憲章」（岳の】『○三口８；の厨）は単なる
（３）
「条例」とされて、地域住民の宣一一一両に対する法的保障が拒否された。そこにあるのは、強烈な国家主義原理からする
多
元
主
義
的
社
会
構
成
原
理
の
拒
絶
で
あ
っ
た
。
第一次修正において、二院制への固執が見られたが、その場合も、一院制による連邦の単位として「地方政府」
Ｐｏ８－の。ぐの日日の貝）を設定するという「ＧＨＱ草案」を、職能代表に地域代表を加えて「参議院」に結集し、そう
することによって「地方政府」を「地方自治体」（ｎ．８］煕鴬の・ぐの日日①ロ〔）に転換させようとする作為が秘められて
い
た
と
見
て
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
こ
に
も
強
烈
な
国
家
主
義
原
理
か
ら
す
る
「
集
権
モ
デ
ル
」
の
露
呈
が
あ
っ
た
。
幣原喜重郎がそうであったが、吉田茂の場合も同様に、戦後日本の再建方針の基軸を「皇室」の「護持」や「御安
（４）
泰」に置いていたのは確かである。だが、当時の政権担当者において天皇制護持が唱えられたのは、もっとも効果的
な政治統合機能を君主に見出す機関説の評価においてであった。幣原や吉田や、その後継者としての片山哲や芦田均
に
見
ら
れ
る
の
は
、
完
全
な
共
和
制
に
対
す
る
時
期
尚
早
論
で
あ
り
、
文
化
的
統
合
の
象
徴
と
し
て
の
天
皇
家
の
位
置
に
敬
意
を
払
う
こ
との持つ政治的効果への冷静な測定であった。それは、国体論に距離を置く一般的な君主制論であった。
「連邦国家モデル」の修正として構成された「集権モデル」における政府草案は、戦後第一回の総選挙、一ヵ月に
わたる政権空白、幻の鳩山「連立」政権、第一次吉田内閣の登場、という政治的激変の状況をくぐり抜け、一九四六
（５）
年六月一一○日開会の第九○回帝国議会に上程されることになった。ただし、この数カ月間における政治的激変の状況
は、「連邦国家モデル」のさらなる修正要因として、そればかりではなく「集権モデル」をも修正する新たな要因と
し
て
、
「
ワ
イ
マ
ー
ル
・
モ
デ
ル
」
を
登
場
さ
せ
る
場
の
提
供
を
意
味
し
た
。
憲法議会としての第九○回帝国議会における政府草案の修正は、占領軍総司令官が吉田内閣を通じて行なわせた国
４
憲法議会における「ワイマール・モデル」
民
主
権
規
定
の
明
文
化
、
象
徴
天
皇
に
対
す
る
国
政
関
与
権
限
の
規
制
、
国
務
大
臣
の
議
員
資
格
（
半
数
以
上
）
・
文
民
資
格
（
全
員
）
の
（６）
指
定
、
な
ど
が
そ
の
主
な
内
容
で
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
第
二
次
修
正
に
お
い
て
見
落
せ
な
い
一
つ
の
ポ
イ
ン
ト
に
な
っているのは、日本社会党（以下、社会党と略記）から提起され承認された生存権規定の追加であった。
第二次修正において政府草案の第二一一一条は第二五条となり、その冒頭に「すべて国民は、健康で文化的な最低限度
の
生
活
を
営
む
権
利
を
有
す
る
」
と
の
一
項
が
追
加
さ
れ
た
が
、
こ
の
修
正
は
社
会
党
の
提
案
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
追
加
さ
れ
た
一
項
は
、
日
本
国
憲
法
と
そ
の
法
体
系
の
総
体
に
、
基
本
的
人
権
を
保
障
す
る
市
民
法
の
水
準
に
留
ま
る
だ
け
で
な
く
、
生
存
権
を
保
障
す
る
「
社
会
法
」
の
水
準
で
解
釈
さ
れ
運
用
さ
れ
る
こ
と
を
求
め
る
起
点
と
な
っ
た
。
た
と
え
ば
、
日
本
国
憲
法
第
二
五
条
第
一
項
は
、
労
働
基
準
法
第
一
条
第
一
項
に
お
け
る
「
労
働
条
件
は
、
労
働
者
が
人
た
る
に
値
す
る
生
活
を
営
む
た
め
の
必
要
を
充
た
す
べ
き
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
の
規
定
を
も
た
ら
す
起
点
と
し
て
機
能
し
て
い
る
。
第
二
次
修
正
と
し
て
、
第
二
五
条
第
一
項
に
関
す
る
社
会
党
の
提
案
が
承
認
さ
れ
た
の
は
、
一
九
四
六
年
八
月
一
日
、
恋
法
改
正
委
員
会
の
小
委
員
会
に
お
い
で
あ
っ
た
が
、
修
正
案
の
提
案
者
と
し
て
、
社
会
党
の
鈴
木
義
男
は
次
の
よ
う
に
主
張
し
て
い
る
。
「
生
存
権
は
、
何
よ
り
も
重
要
な
人
権
の
一
つ
で
す
。
結
局
、
問
題
は
、
我
々
の
憲
法
を
十
九
世
紀
の
古
い
形
式
の
ま
ま
に
す
る
か
、
或
い
は
、
二
十
世
（７）
紀
の
初
頭
以
来
各
国
が
採
択
し
て
い
る
新
し
い
パ
タ
ー
ン
に
従
っ
て
構
成
す
る
か
に
煮
つ
め
ら
れ
ま
す
」
。
こ
こ
で
社
会
党
の
代
表
が
、
「
何
よ
り
も
重
要
な
人
権
の
一
つ
」
と
し
て
、
す
な
わ
ち
人
権
の
一
種
で
あ
る
が
人
権
一
般
と
同
一
視
し
え
な
い
重
要
な
権
利
と
し
て
、
生存権規定を位置づけている意味に注目しておきたい。
社
会
党
の
代
表
は
、
基
本
的
人
権
と
生
存
権
の
関
係
を
断
絶
さ
せ
る
の
で
は
な
か
っ
た
。
ま
た
、
市
民
法
を
克
服
す
る
「
社
会
法
」
と
い
う
と
ら
え
方
を
す
る
の
で
も
な
か
っ
た
。
た
だ
、
基
本
的
人
権
を
倫
理
的
で
描
象
的
な
規
定
と
し
て
と
ら
え
、
そ
の
政
治
的
形
式
の
水
準
に
生
存
権
を
留
め
て
お
く
よ
う
な
理
解
を
懸
命
に
避
け
よ
う
と
す
る
の
が
、
社
会
党
代
表
の
生
存
権
規
定
の
位
置
づ
け
で
あ
っ
た
。
た
５
票
数
において、社へ
勢
い
を
見
せ
て
い
た
。
と
え
ば
鈴
木
は
、
第
一
三
条
の
基
本
的
人
権
規
定
に
生
存
権
規
定
を
付
加
す
る
案
に
対
し
て
、
「
木
に
竹
を
つ
い
だ
よ
う
な
も
の
」
に
な
るとして反論を加えている。基本的人権規定は「個人は尊顛される」という倫理規定であるが、生存権規定は「経済
上の生活の保障」を意味し、「個人の現実生活」を扱っているのであって、あくまで形式権利規定と別の条の規定に
（８）
すべきであるとし、その主張を他の党の代表に認めさせている。
ところで、生存権規定について他の党の代表の賛意を得るにあたって、社会党の代表は、「結局、我々の立場が違
うんです。解決が不可能なら、討論は打ち切って、他の判断にまかせる他はありませんよ」ときわめて強圧的であり
威
嚇
的
で
す
ら
あ
っ
た
。
他
の
党
の
代
表
の
方
が
「
し
か
し
、
我
々
は
出
来
る
限
り
協
調
を
保
っ
て
行
か
ね
ば
な
ら
な
ど
と
協
議
の
姿
（９）
勢
を
一
不
し
て
い
る
。
社
会
党
は
、
第
九
○
回
帝
国
議
会
に
お
い
て
、
他
党
を
圧
し
、
生
存
権
規
定
と
し
て
「
ワ
イ
マ
ー
ル
・
モ
デ
ル
」
を
憲
法
原
理
の
一
端
に
組
み
込
ま
せ
る
こ
と
が
で
き
る
地
歩
を
確
保
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
社
会
党
の
地
歩
は
、
一
九
四
六
年
四
月
一
○
日
に
実
施
さ
れ
た
戦
後
第
一
回
の
総
選
挙
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
ろうか。まずはそう見るのが妥当である。女性の参政権を認めた最初の総選挙で第一党になったのは自由党（一三九
議席）であり、進歩党（九三議席）の第二党に続き社会党（九二議席）は第三党であったが、第三党の社会党には一
年後の総選挙で第一党となる勢いが示されていた。議席数で進歩党と同じと計算された瞬間があっただけでなく、得
票数において、社会党は、進歩党を主要な幾つかの選挙区で抜き、第一党の自由党をも東京、山梨、福岡で押え込む
さらに、総選挙後の混乱した組閣工作、すなわち「政権空白」期と呼ばれた一ヵ月余の政治的高揚期に、組閣工作
の主役となったのは自由党であり社会党であった。進歩党ではなかった。第一次吉田内閣段階において、社会党はそ
うなる可能性の濃厚な政権交替要員の地歩を占めていたのであり、憲法改正のための小委員会に社会党を代表して出
６
憲法議会における「ワイマール・モデル」
席した鈴木義男、森戸辰男、西尾末広らは、実質的な影の内閣の構成員であった。この三人は、一年後の社会党政権
に
お
い
て
、
司
法
大
臣
、
文
部
大
臣
、
内
閣
官
房
長
官
（
国
務
大
臣
）
の
職
に
就
い
て
い
る
。
しかし、第九○回帝国議会における社会党の地歩を裏付けていたのは、国内の総選挙後の政治情勢だけではなかっ
た。鈴木の言う「他の判断」とは何であったのか。それは明らかに占領軍総司令部の意向であった。今日に至るまで
非
公
開
の
取
り
扱
い
を
受
け
て
い
る
憲
法
改
正
案
委
員
小
委
員
会
の
議
事
録
か
ら
は
、
「
帝
国
議
会
に
お
け
る
修
正
も
総
司
令
部
の
事
前
の了解と承認が必要であったこと、修正の主なものは総司令部の要求によるものであったこと、なかには修正という
（Ⅶ）
よりも翻訳の訂正であったこと等が明らかになる」とされている。その通りであろう。「他の判断」と一一旨い切った鈴（Ⅲ）
木義男自身が、「ＧＨＱ草案」起草の中心人物であったケーディス大佐と直接、連絡を取っていたことを認めている。
たとえ、そうであったとしても、占領軍総司令部が設定した「連邦国家モデル」を、「染権モデル」の修正動向と
競
合
し
な
が
ら
そ
れ
に
競
り
勝
っ
て
社
会
化
規
定
を
挿
入
す
る
方
向
で
修
正
し
た
社
会
党
の
影
郷
力
の
要
因
と
し
て
は
、
社
会
党
の
社
会
化
規
定
要
請
の
背
景
と
な
っ
て
い
た
世
界
史
的
動
向
を
見
て
置
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。
社
会
党
の
修
正
要
求
は
、
二
○
世
紀
慰
法
論
を
立
脚
点
と
し
て
い
た
。
そ
れ
だ
け
に
「
Ｇ
Ｈ
Ｑ
草
案
」
に
対
す
る
修
正
能
力
を
示
し
得
た。具体的には、二○世紀憲法の潮流を代表するワイマール憲法を、ワイマール共和国の出現直後から評価し続けて
来
た
と
い
う
自
負
が
、
社
会
党
の
修
正
要
求
提
出
者
た
ち
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
第九条第二項の冒頭に「前項の目的を達するため」が挿入された「芦田修正」の日と、第二五条の冒頭に生存権規
定が挿入された日は同じ日であり、同じ委員会においてであった。第九条の修正は、「集権モデル」に基づく意図的
（吃）
修正の最後の試みであったとする解釈が妥当であろう。生存権規定の挿入については、鈴木が次のように、その「ワ
７
イ
マ
ー
ル
・
モ
デ
ル
」
に
基
づ
く
修
正
の
意
図
を
説
明
し
て
い
る
。
社
会
党
周
辺
の
憲
法
草
案
検
討
過
程
で
、
す
で
に
提
起
さ
れ
て
い
た
生
存
権
規
定
で
あ
っ
た
が
、
憲
法
議
会
に
お
い
て
は
、
大
日
本
帝
国
憲
法
体
制
下
に
お
け
る
社
会
科
学
の
徒
と
し
て
の
、
あ
る
い
は
社
会
法
学
開
拓
者
の
一
人
と
し
て
の
、
森
戸
辰
男
や
鈴
木
義
男
に
よ
っ
て、かって「感奮興起」したワイマール憲法第一五一条の規定が、この時、この場においてこそ、との思いを込めて、
社
会
党
を
代
表
す
る
立
場
か
ら
提
起
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
戦後改革期の始点で、戦後民主主義の主要な原点として定立された社会化方向の基盤となったのは、日本の社会の
地
下
水
脈
と
な
っ
て
い
た
今
世
紀
初
頭
に
お
け
る
ワ
イ
マ
ー
ル
・
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
受
容
で
あ
り
、
ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
の
社
会
化
規
定
に
接触した「感奮興起」であった。
そ
れ
か
ら
第
二
十
五
条
第
一
項
、
こ
れ
が
原
案
に
な
か
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
当
時
の
社
会
党
の
森
戸
辰
男
さ
ん
と
私
と
で
相
談
を
い
た
し
ま
し
て
、
ぜ
ひ
一
つ
こ
れ
も
入
れ
て
も
ら
い
た
い
。
こ
れ
は
ド
イ
ツ
懸
法
で
は
、
人
間
に
値
い
す
る
生
活
、
メ
ン
シ
ェ
ン
ヴ
ュ
ル
デ
イ
ゲ
ス・ダアザインという憲法の規定があって、実にわれわれをして感漸興起せしめたものでありますが、日本でも一つ、ああ
いう規定がなくちゃおもしろくないというので、人間に値する生存を保障するというような言葉にしたいと思って、それじ
ゃあまり直訳外国語を聞いているような気がしますから、そこで考えた結果、「すべて国民は、健康で文化的な最低限度の
生活を営む権利を有する。」こういう言葉に直したわけでありまするが、とにかくこれはわれわれが希望して入れていただ
（旧）
い
た
わ
け
で
あ
り
ま
す
。
（
１
）
田
中
英
夫
「
憲
法
制
定
過
程
覚
え
書
」
有
斐
閣
、
一
九
七
九
年
、
一
八
○
ペ
ー
ジ
以
下
参
照
。
（２）古関彰一「新憲法の誕生』中央公論社、一九八九年、一五○ページ。官僚による「日本化」と「抵抗」がこの段階に
８
憲法議会における「ワイマール・モデル」
お
け
る
修
正
の
特
徴
で
あ
っ
た
、
と
さ
れ
て
い
る
。
同
上
、
二
三
三
ペ
ー
ジ
。
（３）占領軍総司令作成の賃○・コの耳目。。。｛］四℃目弓（日本国憲法）の英文テクストと外務省による訳文、およびこの「Ｇ
ＨＱ草案」の修正案として、内実は対抗案として、一九四六年三月二日に作成された〃日本案〃等、原資料類の所在状
況と、それらの内容についての解説・位置付け・評価などについては、田中英夫、前掲この注１）「憲法制定過程覚
え書」や古関彰一、前掲この注２）「新憲法の誕生」が詳しい。なお、「憲法第八章の制定過程における日本官僚の策
謀」と、日本の公法学者における「地方自治を、国政を中心とする代表民主制の補充的、副次的なものとしてしか考え
て
い
な
い
」
旧
憲
法
感
覚
に
つ
い
て
の
的
確
・
簡
潔
な
指
摘
と
し
て
、
河
合
義
和
「
現
代
憲
法
の
視
点
と
論
理
」
勁
草
書
房
、
一
九
九
○
年
、
が
あ
る
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
住
民
、
チ
ャ
ー
タ
ー
、
ア
ッ
セ
ン
プ
リ
ー
、
な
ど
の
換
骨
奪
胎
過
程
に
つ
い
て
は
同
書
３
，
５
を
参
照
。
（
４
）
通
説
に
囚
わ
れ
な
い
日
本
国
憲
法
成
立
史
を
試
み
た
古
関
彰
一
、
前
掲
こ
の
注
２
）
『
新
懸
法
の
誕
生
」
に
お
い
て
も
「
天
皇
制
を
護
持
す
る
」
方
針
で
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
に
留
ま
っ
て
い
る
。
二
○
四
～
二
○
五
ペ
ー
ジ
。
幣
原
や
吉
田
に
芦
田
均
を
も
含
め
、
「
イ
デ
オロギーとしての天皇制は、ほとんど戦前と戦後に断絶はなかったのではないか」とされている。同上、二一三ページ。
（
５
）
憲
法
改
正
を
め
ぐ
る
極
東
委
員
会
と
占
領
軍
総
司
令
部
と
の
間
の
ズ
レ
や
葛
藤
、
ケ
ネ
ス
・
コ
ー
ル
グ
ロ
ー
ヴ
教
授
の
介
在
、
な
ど
に
つ
い
て
は
、
古
関
彰
一
、
同
右
「
新
憲
法
の
誕
生
」
が
意
欲
的
な
分
析
を
試
み
て
い
て
参
考
に
な
る
。
憲
法
議
会
の
位
置
づ
け
や
「
国
体
護
持
」
論
の
指
摘
な
ど
、
通
説
の
域
を
出
て
い
な
い
が
、
政
権
空
白
期
を
政
治
的
高
揚
期
と
と
ら
え
る
試
み
に
つ
い
て
は
多
少
詳
し
い
分
析
と
し
て
拙
著
「
日
本
の
社
会
民
主
主
義
政
党
ｌ
構
造
的
特
質
の
分
析
」
法
政
大
学
出
版
局
、
一
九
七
七
年
、
を
参
照
さ
れ
た
い
。
（
６
）
セ
オ
ド
ア
・
マ
ク
ネ
リ
ー
〃
管
理
さ
れ
た
革
命
ｌ
憲
法
改
正
の
政
策
と
過
程
ｌ
〃
、
坂
本
義
和
／
Ｒ
・
Ｅ
・
ウ
ォ
ー
ド
編
「
日
本
占
領
の
研究」東京大学出版会、一九八七年、所収、を参照。マクネリー論文のテキストは、日ロの。□・『の餌・三ｏｚの与・屡旨ロロｎ日
宛のぐ・］目○コご白けの勺○一斤］口且勺『ｏｎの⑪の。｛○・コの【｝［昌・目］宛の｛・『日ご○、、召一日］ｍｂｍｐ・一口因｝【巴ご幻・ワの風向・ゴロａ口己
の四六四日。〔・臣・の蔦四目・罵言・§薗愚冒己鳥目鳶』罵亘○８５ミミと曰くの『のど。｛爵園一一勺『の脇・乞召．
（
７
）
〃
第
九
十
回
帝
国
議
会
衆
議
院
帝
国
憲
法
改
正
案
委
員
小
委
員
会
速
記
録
〃
第
七
回
、
一
九
四
六
年
八
月
一
日
、
二
九
一
ペ
ー
ジ
。
以
下
、
９
森清監訳「憲法改正小委員会秘密議事録ｌ米国公文書公開資料ｌ」第一法規出版、一九八三年刊による。ページ数は同
日
本
国
憲
法
施
行
後
、
最
初
に
成
立
し
た
内
閣
は
、
社
会
党
首
班
政
権
と
し
て
の
片
山
哲
内
閣
で
あ
っ
た
。
片
山
内
閣
に
お
い
て
、
新
（
９
）
同
右
〃
憲
法
改
正
案
小
委
員
会
速
記
録
〃
二
九
二
ペ
ー
ジ
。
こ
こ
で
他
の
党
と
は
、
与
党
で
あ
る
進
歩
党
の
こ
と
で
あ
る
。
進
歩
党
の
代
表
者
は
、
こ
の
場
合
、
原
夫
次
郎
で
あ
る
。
原
は
後
に
島
根
県
知
事
。
な
お
、
原
夫
次
郎
と
鈴
木
義
男
は
、
一
九
三
○
年
代
、
共
に
法
政
大
学
法
文
学
部
の
教
授
で
あ
っ
た
点
に
注
目
し
て
お
き
た
い
。
（皿）前掲（一の注７）「憲法改正小委員会秘密議事録」「解説」。
（
Ⅱ
）
鈴
木
義
男
〃
私
の
記
憶
に
存
す
る
憲
法
改
正
の
際
の
修
正
点
ｌ
参
議
院
内
閣
委
員
会
に
舷
る
公
述
速
記
ｌ
〃
「
第
二
十
四
回
国
会
参
議
院
内
閣
委
員
会
会
議
録
第
三
十
八
号
」
所
収
。
憲
法
調
査
会
事
務
局
刊
行
小
冊
子
「
遼
資
・
総
第
一
二
号
」
、
一
九
五
八
年
二
月
、
に
よ
る
。
（
ｕ
）
坂
本
ほ
か
、
前
掲
こ
の
注
６
）
「
日
本
の
占
領
」
所
収
の
セ
オ
ド
ァ
・
マ
ク
ネ
リ
ー
論
文
、
お
よ
び
前
掲
（
一
の
注
７
）
「
窓
法
改
正
小
委員会秘密議事録」所収の入江俊郎〃衆議院帝国憲法改正案委員小委員会審議録要約〃によれば、「芦田修正」は当初
か
ら
自
衛
権
の
容
認
を
含
意
す
る
も
の
と
し
て
、
芦
田
そ
の
他
の
関
係
者
に
よ
っ
て
理
解
さ
れ
て
い
た
。
な
お
、
そ
の
よ
う
な
把
握
に
対
す
る
批
判
的
見
解
に
つ
い
て
は
、
次
筋
（
こ
の
注
Ⅲ
）
を
参
照
。
（
皿
）
鈴
木
、
前
掲
こ
の
注
Ⅲ
）
〃
私
の
記
憶
に
存
す
る
憲
法
改
正
の
際
の
修
正
点
〃
一
二
ペ
ー
ジ
。
書のもの。〃憲法改正案小委員会速記録〃が「秘密議事録」扱いされてきた経過については、同書「解説」を参照。
（
８
）
同
右
〃
憲
法
改
正
案
小
委
員
会
速
記
録
〃
二
九
一
ペ
ー
ジ
、
二
九
二
ペ
ー
ジ
。
句
読
点
を
修
正
。
こ
の
よ
う
な
生
存
権
の
位
置
づ
け
こ
そ
、
や
が
て
福
祉
政
策
と
し
て
の
社
会
保
障
、
都
市
政
策
と
し
て
の
社
会
資
本
、
環
境
政
策
と
し
て
の
社
会
保
険
、
と
多
面
的
に
展
開
さ
れ
る
「シピル・ミニマム」を開花させる起点となるものであった。平和的生存権を含め、生存権を市民革命の基底に据える
発想については、松下圭一〃市民福祉の政策構想〃「中央公論」一九七六年六月。『昭和後期の争点と政治」木鐸社、一
九
八
八
年
所
収
、
を
参
照
。
二
「
ワ
イ
マ
ー
ル
・
モ
デ
ル
」
の
展
開
10
憲法議会における「ワイマール・モデル」
憲法体制における初代の司法大臣となったのは、先にも触れた通り、鈴木義男であった。その鈴木は、後年、一九五
五年であるが、第二四回国会の参議院内閣委員会の参考人として、憲法改正過程における議会の修正について公述し
ている。憲法調査会法案の審議過程における参考人としての公述であった。
（１）
鈴木の「記憶」によれば、憲法議会における政府草案の修正箇所は一○カ所を越えている。この場〈ロ、修正の対象
としての政府草案の原案が「ＧＨＱ草案」であり、政府草案の修正が、最終的には占領軍総司令部との折衝となるこ
とは、党派を越えたお互いの了解事項であった。つまり、鈴木によれば一○余カ所の修正が示しているように、占領
軍総司令部の強圧によって「やむを得ずこしらえた憲法である」などというのは「うそ」であり、憲法改正のための
特別委員であった鈴木としては、「私は憲法を相当自由なる立場において作った」と自覚しているのであった。
鈴木は言う。「見本を示されて作らされたということならば、それは私も納得いたします」。また、鈴木は、出来上
が
っ
た
日
本
国
懸
法
に
つ
い
て
「
技
術
的
に
改
正
、
ま
た
は
修
正
し
た
方
が
よ
い
と
思
わ
れ
る
箇
条
も
二
、
三
な
い
し
四
、
五
な
い
わ
け
ではない」ことを認める。しかし、鈴木によれば、日本国憲法は「民主革命」の成果であり、改正をしなくても「今
の
ま
ま
で
や
っ
て
い
け
る
」
の
で
あ
っ
た
。
鈴
木
は
、
憲
法
調
査
会
法
案
を
浮
上
さ
せ
た
憲
法
改
正
論
に
、
正
面
か
ら
反
論
を
加
え
て
い
る。「占領下において作ったからいけないというのならば、これは憲法無効論でなければならぬ」と。この鈴木の憲
法「改正」論批判は、一つの鋭い論点となってはいないであろうか。
鈴
木
は
、
政
府
草
案
が
修
正
さ
れ
た
事
実
経
過
の
意
義
を
強
調
す
る
と
と
も
に
、
社
会
党
が
修
正
提
議
を
試
み
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
新憲法の性格を明確にする内容の何点かの重要な修正要求が、憲法議会において、自由党と進歩党の賛同を得ること
が
出
来
ず
に
通
過
し
な
か
っ
た
こ
と
の
意
味
を
も
強
く
指
摘
す
る
。
鈴
木
は
、
通
過
さ
せ
な
か
っ
た
自
由
党
と
進
歩
党
を
非
難
す
る
の
で
は
な
い
。
社
会
党
が
修
正
提
議
す
る
諸
点
は
、
「
百
パ
ー
セ
ン
ト
Ｇ
Ｈ
Ｑ
は
こ
れ
を
容
認
し
た
」
と
鈴
木
が
確
信
す
る
諸
点
で
あ
っ
た
。
11
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
自
由
党
と
進
歩
党
は
そ
れ
ぞ
れ
の
党
派
の
立
場
に
お
い
て
社
会
党
の
修
正
提
議
を
拒
否
し
た
の
で
あ
り
、
そ
こ
に鈴木が、日本国憲法は「相当自由なる立場」において作成されたと主張する根拠の一つが見出されるのであった。
自
由
主
義
法
学
の
伝
統
を
担
う
良
識
あ
る
議
会
人
と
し
て
の
鈴
木
の
、
面
目
踊
如
た
る
指
摘
で
あ
る
と
見
れ
よ
う
。
鈴
木
が
挙
げ
る
憲
法
議
会
に
お
け
る
政
府
草
案
の
修
正
箇
所
一
○
余
カ
所
と
は
次
の
諸
点
で
あ
っ
た
。
〔可決された修正条文〕
③
第
九
条
②
第
六
条
①
前
文
、
関
連
し
て
第
一
条
「日本国民は、正義と秩序を基調とする国際平和を誠実に希求し」
を挿入した。
「
前
項
の
目
的
を
達
す
る
た
め
」
は
芦
田
提
案
で
あ
っ
た
が
、
接
続
詞
と
し
て
挿入した。
最
高
裁
判
所
の
長
官
は
内
閣
総
理
大
臣
に
よ
っ
て
任
命
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
いたのを天皇によって任命されることにし、三権分立を確定した。
「国民の総意が至高」とあったのを「主権が国民に存する」と明確
に
し
た
。
ソ
ヴ
レ
ン
テ
ィ
の
所
在
の
明
文
規
定
化
。
「
私
は
…
…
直
し
て
も
ら
い
た
い
と
言
って提案し……」た。
（九～一○ページ）
「
私
は
一
番
先
に
本
会
議
で
ま
ず
質
問
をし……」た。
（九ページ）
「われわれも全く共鳴し……」た。
二
一
ペ
ー
ジ
）
「私ども賛成し……」た。
二
一
ペ
ー
ジ
）
1２
憲法議会における「ワイマール・モデル」
⑧
第
三
○
条
⑦
第
⑥
第
二
五
条
⑤
第
一
七
条
④
第
一
○
条七条
勤
労
の
権
利
に
、
勤
労
の
「
義
務
」
を
追
加
し
た
。
勤
労
の
条
件
に
就
業
時
間
と
と
も
に
「
休
息
」
を
挙
げ
た
。
「納税の義務」を規定した。
「何人も、公務員の不法行為により、損害を受けたときは、法律の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
国
又
は
公
共
団
体
に
、
そ
の
賠
償
を
求
め
る
こ
と
が
できる」と規定した。
「すべて国民は、健康で文化的な最低限度の生活を営む権利を有す
る」を第一項として挿入した。
「日本国民たる要件は、法律でこれを定める」と規定した。
義務を懸法で規定することは「邪
道」であるが「入れた」。
二
四
ぺ
１
ジ
）
「われわれも賛成」。
「入れていただいた」（一三ページ）
「
わ
れ
わ
れ
が
希
望
し
て
入
れ
て
い
た
だいた」。
（一二～一三ページ）
「私が入れることを希望し、入れ
ていただいた条文であります」
二二ページ）
「
わ
れ
わ
れ
が
入
れ
た
条
文
で
あ
り
ま
し……」た。
（
二
～
一
二
ペ
ー
ジ
）
1３
右
に
見
た
修
正
箇
所
は
、
す
べ
て
憲
法
議
会
に
お
け
る
衆
議
院
帝
国
憲
法
改
正
案
委
員
小
委
員
会
（
以
下
、
小
委
員
会
と
略
記
）
に
お
い
て
決
定
さ
れ
た
政
府
草
案
の
修
正
箇
所
で
あ
る
。
こ
の
修
正
を
受
け
た
案
が
、
そ
の
案
文
ど
お
り
憲
法
改
正
案
委
員
会
と
衆
議
院
本
会
議
で
可
決
・
承
認
さ
れ
、
貴
族
院
で
若
干
の
修
正
が
追
加
さ
れ
た
上
で
衆
議
院
で
再
度
、
可
決
さ
れ
、
公
布
、
施
行
の
運
び
と
な
っ
た
。
鈴
木
が
「
私
ど
も
こ
れ
は
修
正
し
た
」
と
言
う
場
合
、
社
会
党
が
修
正
し
た
部
分
と
、
社
会
党
が
賛
同
し
て
修
正
さ
れ
た
部
分
と
⑫
（
草
案
第
九
七条）
⑪
第
九
八
条
⑩
第
八
八
条
⑨
第
四
○
条
華
族
そ
の
他
の
貴
族
に
つ
い
て
一
代
限
り
の
特
権
を
認
め
る
条
項
を
全
文
削
除
した。
憲
法
の
最
高
法
規
性
に
、
条
約
と
国
際
法
規
の
遵
守
義
務
を
付
加
し
た
。
皇
室
に
世
襲
財
産
を
認
め
よ
う
と
す
る
動
き
が
衆
議
院
議
長
ら
に
よ
っ
て
示
さ
れ
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
と
直
接
交
渉
が
な
さ
れ
た
が
、
そ
の
動
き
を
否
定
し
た
。
「
何
人
も
、
抑
留
又
は
拘
禁
さ
れ
た
後
、
無
罪
の
判
決
を
受
け
た
と
き
は
、
法
律
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
国
に
そ
の
補
償
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
規定した。
〔鈴木義男、前掲この注Ⅱ）〃私の記憶に存する憲法改正の際の修正点“。「憲資・総第一二号」による〕
（四章、五章、六章、七章等、字句の修正）
「
わ
れ
わ
れ
の
不
満
」
に
よ
っ
て
「
樋
貝議長が辞職した」。二
五
ペ
ー
ジ
）
「やめることにいたした」
二
五
ペ
ー
ジ
）
「
修
正
を
加
え
た
」
二
五
ペ
ー
ジ
）
「これも私が入れていただいた。」
二
四
ペ
ー
ジ
）
憲法議会における「ワイマール・モデル」
の
区
分
が
明
確
で
な
い
。
そ
の
区
分
が
鈴
木
の
「
記
憶
」
に
お
い
て
暖
昧
に
な
る
ほ
ど
、
政
府
草
案
（
原
案
は
「
Ｇ
Ｈ
Ｑ
草
案
こ
の
修
正
は
党
派
を
超
え
た
協
議
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
一
○
余
箇
所
を
数
え
る
主
要
な
修
正
箇
所
の
多
く
は
、
あ
え
て
言
え
ば
そ
の
三分の二は、社会党の積極的提議によるものであった。
と
こ
ろ
で
、
社
会
党
の
提
議
が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
自
由
党
、
進
歩
党
、
そ
し
て
小
会
派
の
賛
同
を
得
る
こ
と
が
出
来
ず
に
成
立
し
な
か
っ
た
修
正
箇
所
が
何
点
か
あ
る
。
こ
の
不
成
立
修
正
箇
所
と
、
先
の
成
立
し
た
修
正
箇
所
の
何
点
か
を
合
わ
せ
て
見
る
と
、
社会党の修正提議が全体として「ワイマール・モデル」に慨導される構成を目指していたことが明らかである。
もう一度、鈴木の「記憶」に戻れば、不成立に終わった修正希望箇所は次の諸点であった。
先
に
瞥
見
し
た
〔
可
決
さ
れ
た
修
正
条
文
〕
と
、
右
の
〔
否
決
さ
れ
た
社
会
党
修
正
案
〕
の
総
体
に
お
い
て
、
憲
法
議
会
に
お
け
る
社
会
の「第一章天皇」から始めるのでなく「第一章国民」から始めるべきであるとする社会党提案は受け入れられなかった。
③第七条との関連で、天皇の国事行為を認めるべきでないとするのは社会党だけで、この案は拒否された。
川第二六条との関連で、才能あって資力なき青年の高等教育は国費で負担せよとする社会党の提案は退けられた。
⑤第二九条との関連で、重要産業国有化の布石として「私有財産は正当なる補悩のもとにこれを公共のために川いるこ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
や
む
を
え
な
い
場
合
に
は
、
国
会
の
議
決
に
よ
っ
て
補
償
を
給
し
な
い
で
川
い
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
す
る
規
定
を
挿
入
し
よ
う
と
し
た
が
、
こ
の
社
会
党
の
提
案
に
賛
同
者
は
い
な
か
っ
た
。
〔否決された社会党修正案〕
川
前
文
中
の
「
専
制
と
隷
従
、
圧
迫
と
偏
挟
を
地
上
か
ら
永
遠
に
除
去
…
…
」
と
あ
る
部
分
に
「
搾
取
と
窮
乏
」
を
入
れ
た
い
と
す
る
社
会
党提案は認められなかった。
1５
小
委
員
会
に
提
出
さ
れ
た
社
会
党
の
〃
憲
法
改
正
案
修
正
案
〃
は
、
他
の
ど
の
党
の
修
正
案
よ
り
多
面
的
で
多
項
目
に
わ
た
る
内
容
（２）
の修正を求める提案となっていた。特に第三章の「国民の権利及び義務」については、小委員△玄の委員長芦田均が、
修
正
要
求
の
す
べ
て
が
「
同
等
の
重
き
を
な
す
の
か
」
と
問
い
質
す
ほ
ど
詳
細
な
項
目
列
記
と
な
っ
て
い
た
。
そ
し
て
、
社
会
党
の
そ
の
よ
う
な
修
正
要
求
に
つ
い
て
、
鈴
木
は
「
我
々
の
条
項
は
外
国
の
憲
法
か
ら
写
し
直
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
、
と
い
う
事
実
に
御
注
目
（３）
頂
き
た
い
。
同
じ
条
項
が
ド
イ
ツ
、
ソ
ビ
エ
ト
、
フ
ー
フ
ン
ス
の
憲
法
に
も
み
ら
れ
ま
す
」
と
率
直
に
説
明
し
て
い
る
。
社
会
党
が
モ
デ
ルとした外国憲法の中でもワイマール憲法が特記される位置にあった。鈴木は言う。
党
の
憲
法
構
想
、
す
な
わ
ち
「
ワ
イ
マ
ー
ル
・
モ
デ
ル
」
の
イ
メ
ー
ジ
が
鮮
明
に
浮
上
し
て
く
る
と
言
え
よ
う
。
可
決
さ
れ
た
修
正
条
文
に
お
け
る
よ
り
も
、
否
決
さ
れ
た
社
会
党
修
正
案
の
内
容
に
、
「
ワ
イ
マ
ー
ル
・
モ
デ
ル
」
の
特
徴
点
が
強
く
示
さ
れ
て
い
る
と
も
言
シえ●よ二つ○
各
国
の
窓
法
典
を
モ
デ
ル
と
し
て
修
正
案
を
提
起
す
る
社
会
党
の
姿
勢
に
対
し
「
先
例
の
ま
ね
を
し
て
ほ
し
く
あ
り
ま
せ
ん
」
と
ド
イ
ツ
の
ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
に
は
、
家
族
の
一
員
と
し
て
の
国
民
の
生
活
、
血
の
純
粋
さ
、
そ
れ
に
国
民
の
家
庭
生
活
に
関
連
し
た
事
柄
に
（４）
対
す
る
条
項
が
あ
り
ま
す
。
私
が
考
え
て
お
り
ま
す
こ
と
は
、
同
様
の
事
柄
の
簡
潔
な
所
説
を
挿
入
す
る
こ
と
な
の
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
ド
イ
ツ
の
ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
を
ま
ね
し
た
も
の
で
す
。
ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
に
は
「
す
べ
て
の
健
全
な
る
ド
イ
ツ
国
民
は
、
公
共
の
福
（５）
祉のために労働を提供するものとし、国は常に勤労を望む者にその奨励を目的とし雇傭を与える」と規定されています。
我
々
は
今
朝
同
じ
議
論
を
し
て
、
こ
れ
こ
れ
は
憲
法
に
含
め
る
べ
き
と
主
張
し
た
の
で
す
。
勿
論
、
借
地
権
も
こ
れ
に
加
え
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
を
引
用
す
る
と
、
ま
た
、
お
と
が
め
を
頂
く
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
の
中
に
同
様
の
条
文
が
あ
り
ま
す
の
で
（６）
。
1６
憲法議会に おける「ワイマール・モデル」
他
国
の
憲
法
典
の
モ
デ
ル
化
を
意
識
的
に
警
戒
し
て
い
た
芦
田
は
、
「
連
邦
国
家
モ
デ
ル
」
の
制
度
化
に
対
し
て
も
充
分
に
批
判
的
で
あ
っ
た
。
憲
法
の
最
高
法
規
性
の
規
定
に
関
し
て
、
政
府
草
案
は
「
ア
メ
リ
カ
の
憲
法
の
第
六
章
第
二
項
を
文
字
通
り
写
し
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
」
と
指
摘
し
、
各
州
の
法
律
や
命
令
と
連
邦
の
法
律
や
命
令
を
区
別
す
る
規
定
の
無
意
味
さ
を
指
摘
し
た
の
が
そ
の
例
で
（９）
あ
る
。
小
委
員
会
に
お
い
て
「
集
梅
モ
イ
ァ
ル
」
が
前
面
に
押
し
出
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
陰
微
に
固
執
さ
れ
る
立
場
と
な
っ
て
い
た
が
、
「架樅モデル」固執の主な担い手は芦川であった。
こ
こ
で
付
言
す
れ
ば
、
第
九
条
の
い
わ
ゆ
る
「
芦
川
修
正
」
に
つ
い
て
は
、
小
委
員
会
に
お
い
て
芦
川
委
員
長
が
果
た
し
て
い
た
役
割
に
お
い
て
検
討
が
加
え
ら
れ
る
必
要
が
あ
る
。
芦
田
委
員
長
が
担
っ
た
「
染
権
モ
デ
ル
」
は
、
国
体
論
で
は
な
か
っ
た
が
明
ら
か
な
（川）
国
家
主
義
で
あ
っ
た
。
芦
田
委
員
長
の
思
惑
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、
本
能
的
に
自
衛
権
を
求
め
ざ
る
を
得
な
い
国
家
主
義
に
お
い
て
を認めず、ワイマー
感すら示していた。
「芦川修正」は実現していた。
苦
々
し
い
表
悩
で
対
応
し
た
の
は
芦
川
均
委
員
長
で
あ
っ
た
。
小
委
只
会
の
描
成
メ
ン
バ
ー
を
見
る
と
、
社
会
党
を
代
表
す
る
鈴
木
義
男
や
森
戸
辰
男
に
学
識
、
研
究
歴
、
社
会
的
地
位
（
戦
時
下
翼
織
政
治
と
の
距
離
）
な
ど
で
、
対
等
あ
る
い
は
そ
れ
以
上
の
関
係
で
議
論
（７）
で
き
る
立
場
に
あ
っ
た
の
は
芦
田
均
だ
け
で
あ
っ
た
と
見
れ
る
。
そ
れ
に
、
進
歩
党
は
結
党
時
か
ら
修
正
資
本
主
義
に
傾
き
、
自
由
党
（８）
は
、
ま
だ
自
由
主
義
を
指
導
理
念
と
し
て
確
立
出
来
な
い
段
階
に
あ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
小
委
員
会
と
い
う
場
の
雰
囲
気
に
あ
っ
て
、
芦
川
は
、
外
務
官
僚
出
身
と
い
う
だ
け
で
な
く
外
交
史
を
専
攻
す
る
立
場
か
ら
で
あ
ろ
う
、
安
易
な
他
国
モ
デ
ル
の
設
定
に
慎
顛
で
あ
り
、
と
り
わ
け
ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
に
対
し
て
は
「
殆
ん
ど
失
敗
に
終
わ
り
実
行
を
見
な
か
っ
た
忠
法
」
と
し
て
モ
デ
ル
と
し
て
の
価
値
を
認
め
ず
、
ワ
イ
マ
ー
ル
悲
法
、
お
そ
ら
く
は
ワ
イ
マ
ー
ル
・
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
と
ワ
イ
マ
ー
ル
共
和
国
の
経
験
総
体
に
対
す
る
、
嫌
悪
進
歩
党
の
代
表
者
た
ち
、
自
由
党
の
代
表
者
た
ち
は
、
搾
取
の
廃
絶
や
私
所
有
権
の
制
限
な
ど
、
社
会
主
義
的
原
理
の
容
認
が
悲
法
1７
典に麟り込まれることには抵抗したが、資本主義体制あるいは自由主義体制を戦後日本の社会構成原理とする信念
的立場を前面に押し出していたわけではなかった。むしろ、資本主義原理と自由主義原理がそのままではなく、あ
る程度の修正を加えられた形で実現するのが戦後の社会ではないかと理解し諦観する立場を示していた。ともあれ、
憲法改正のための小委員会は、戦後日本の社会描成原理として、資本主義体制の原理的修正をどこまで認めるか、
憲法論議の形でその境界線を決定する場となっていたのである。
こ
と
ご
と
に
ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
を
持
ち
出
し
て
芦
田
委
員
長
の
遡
躍
を
買
っ
た
の
は
公
法
学
者
の
鈴
木
義
男
で
あ
っ
た
が
、
社
会
政
策学あるいは社会思想史の研究者としての広がりを持った論議で、鈴木とは異なった説得力を示したのは同じく社
会党を代表する森戸辰男であった。憲法前文において理念的国際社会を規定するにあたり、「経済権」として、「搾
取
と
窮
乏
を
地
上
か
ら
永
遠
に
除
去
」
す
べ
き
で
あ
る
と
す
る
理
想
主
義
的
立
場
の
設
定
を
明
文
化
せ
よ
、
と
力
説
し
た
の
は
森
戸
で
あった。また、国民の「生存権」は、一九世紀的な「生命、自由及び幸福追求に対する国民の権利」とは異質な二
○世紀的憲法原理による規定であると、「社会化」の原理を説明したのは森戸であった。森戸は、「経済権」や「生
存権」の憲法原理化を求めるにあたって、その要請が社会主義化の要請ではないことを強調している。
……現在、問題になっている悪のうち最たるものは貧困と搾取です。我が国の現状では政治的問題よりも、こちらの方
がもっと亜要です。これは世界的問題です。これなしでは、この惣法を作っても仕上げたことになりません。……社会主
義者の大きな目標は貧困を排除することですが、この目的を宣言しているのは社会主義者だけではないのです。この目的
（Ⅲ）
は、社〈玄主義的政策の中にあるのですが、資本主義者がこの目的を標袴したとて不思議はないでしょう。
法
律
が
、
存
在
す
る
に
し
て
も
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
実
際
に
生
計
を
た
て
ら
れ
な
い
国
民
が
多
勢
い
る
の
で
す
。
こ
れ
ら
の
人
々
に
ど
1８
憲法議会に おける「ワイマール・モデル」
鈴
木
と
森
戸
は
、
森
戸
の
方
が
先
輩
で
あ
る
が
、
共
に
新
人
会
へ
の
関
与
が
示
す
よ
う
に
、
紛
れ
も
な
い
大
正
デ
モ
ク
ラ
ッ
ト
で
あ
っ
た
。
恋
法
改
正
小
委
員
会
に
お
け
る
社
会
党
代
表
の
鈴
木
と
森
戸
は
、
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
に
お
け
る
ワ
イ
マ
ー
ル
・
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
受
容
の
担
い
手
と
し
て
、
戦
後
民
主
主
義
の
起
点
部
分
に
お
け
る
「
ワ
イ
マ
ー
ル
・
モ
デ
ル
」
の
展
開
者
と
な
っ
て
い
た
。
も
う
一
人、小委員会に後から加えられた社会党代表として西尾末広がいたが、西尾は計一三回開かれた小委員会で実質一、
（旧）
（川）
一一回の発言記録しか残していない。西尾は、鈴木や森戸の知的ネットワークから外れた存在であった。
憲
法
改
正
小
委
員
会
は
、
全
会
一
致
方
式
を
採
用
し
た
。
社
会
体
制
の
選
択
や
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
対
立
の
次
元
に
論
点
が
還
元
さ
れ
る
こ
と
を
お
互
い
に
自
制
し
合
う
雰
囲
気
で
小
委
員
会
は
運
用
さ
れ
、
憲
法
改
正
案
を
ま
と
め
る
に
至
っ
て
い
る
。
占
領
軍
総
司
令
部
と
い
う
大
権
を
超
え
る
権
力
的
存
在
と
の
距
離
を
測
定
し
つ
つ
、
帝
国
議
会
の
場
で
実
質
的
な
新
懸
法
を
制
定
す
る
と
い
う
作
業
の
持
つ
芦
川
委
貝
長
が
、
儀
礼
的
に
で
は
な
く
、
敬
意
を
箙
め
た
姿
勢
で
、
し
ば
し
ば
見
解
の
表
明
を
求
め
る
相
手
が
森
戸
辰
男
で
あ
っ
た
。
鈴
木
義
男
が
目
山
法
学
か
ら
社
会
法
学
へ
の
接
近
を
試
み
て
い
た
頃
、
森
戸
辰
男
は
ア
ン
ト
ン
・
メ
ン
ガ
ー
の
「
法
的
社
会
主
義
」
か
ら
オ
ー
ス
ト
ロ
・
マ
ル
ク
ス
主
義
へ
の
展
開
過
程
を
辿
っ
て
い
る
岐
中
で
あ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
二
人
で
あ
っ
た
が
、
ほ
ぼ
同
じ
時
期
に
、
ワ
イ
マ
ー
ル
・
ド
イ
ツ
に
留
学
し
、
社
会
化
に
注
目
し
な
が
ら
ワ
イ
マ
ー
ル
・
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
を
受
容
す
る
経
験
を
共
有
し
て
い
た。 う
対
処
す
べ
き
で
あ
る
か
が
問
題
で
あ
り
ま
す
。
生
存
権
の
保
障
の
必
要
性
が
生
じ
る
わ
け
で
、
こ
の
こ
と
が
規
定
さ
れ
る
べ
き
な
の
で
す
。
…
…
国
家
を
社
会
主
義
化
す
る
と
い
う
意
味
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
資
本
主
義
社
会
で
も
実
行
可
能
で
あ
り
ま
す
。
第
十
二
条
が
一
般
的
な
規
定
を
含
ん
で
い
て
も
（
制
定
法
第
一
三
条
の
「
幸
福
追
求
権
」
ｌ
引
用
者
）
、
更
に
こ
の
点
を
明
確
に
す
る
の
は
新
憲
法
次
第
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
（胆）
す
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。
1９
〈脂〉
重
み
へ
の
自
覚
が
、
、
ロ
本
共
産
党
を
除
く
各
党
派
の
協
同
関
係
を
成
立
さ
せ
た
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
場
に
お
け
る
「ワイマール・モデル」の展開であった。
前
文
に
「
主
権
が
国
民
に
存
す
る
」
と
明
記
す
る
に
あ
た
っ
て
、
情
報
が
新
聞
記
者
に
流
れ
小
委
員
会
に
波
紋
が
生
じ
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
時
の
収
束
経
過
に
は
、
社
会
党
の
代
表
が
．
党
の
提
案
と
し
て
公
表
す
る
こ
と
は
好
ま
し
く
あ
り
ま
せ
ん
」
と
「
各
党
が
他
の
党
に
同
調
」
す
る
こ
と
を
求
め
、
自
由
党
の
代
表
が
「
社
会
党
は
常
に
国
民
に
存
す
る
と
い
う
こ
と
を
自
由
党
や
進
歩
党
よ
り
も
（Ｍ）
強
／
、
主
張
し
て
き
ま
し
た
」
と
野
党
の
社
会
党
に
一
歩
譲
る
姿
勢
を
示
す
情
景
が
含
ま
れ
て
い
た
。
憲
法
議
会
に
お
け
る
国
民
主
権
原
理
の
確
立
は
、
占
領
躯
総
司
令
部
の
配
悩
を
も
含
め
、
超
党
派
的
合
意
事
項
と
す
べ
き
事
柄
と
判
断
す
る
各
党
の
理
性
に
よ
っ
て
導
き
出
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
（
１
）
鈴
木
義
男
、
前
掲
こ
の
注
Ⅱ
）
〃
私
の
記
憾
に
存
す
る
恋
法
改
正
の
際
の
修
正
点
〃
・
自
山
な
立
場
で
「
作
っ
た
」
だ
け
で
は
な
く
、
施
行
さ
れ
た
憲
法
典
に
つ
い
て
「
可
検
討
」
す
る
機
会
さ
え
提
供
し
て
い
た
と
す
る
の
が
、
司
法
大
雁
で
あ
り
法
務
庁
総
裁
で
あ
っ
た
鈴
木における憲法制定過程の認識であった。古関、前掲（｜の注２）「新憲法の誕生」二九八～二九九ページ参照。
（
２
）
前
掲
（
一
の
注
７
）
「
憲
法
改
正
小
委
員
会
秘
密
議
事
録
」
所
収
「
資
料
こ
、
に
よ
る
。
（
３
）
第
五
回
小
委
員
会
、
一
九
四
六
年
七
月
三
○
日
。
同
右
「
恋
法
改
正
小
委
員
会
秘
密
調
馴
録
」
二
○
六
ペ
ー
ジ
。
（
４
）
第
四
回
小
委
員
会
、
一
九
四
六
年
七
月
二
九
日
。
同
右
「
憲
法
改
正
小
委
員
会
秘
密
議
事
録
」
一
四
三
～
’
四
四
ペ
ー
ジ
。
ワ
イ
マ
ー
ル憲法第一一九条を指しての発一言と思われる。「家族の純粋性保持と健康維持、その社会的奨励は国と地方自治体の任
務である。」○・皆】Ｈｇ日のテキストによる。以下、同じ。
（
５
）
第
五
回
小
委
員
会
、
一
九
四
六
年
七
月
三
○
日
。
同
右
「
憲
法
改
正
小
委
員
会
秘
密
議
事
録
」
一
九
八
ペ
ー
ジ
。
ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
第
一
六
三
条
と
思
わ
れ
る
。
「
す
べ
て
の
ド
イ
ツ
人
は
、
個
人
的
自
由
を
侵
害
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
公
共
の
福
祉
の
た
め
に
、
そ
の
糖
神
的
肉
2０
憲法議会における「ワイマール・モデル」
（Ⅱ）第三回小委員会、一九四六年七月二七日。前掲（｜の注７）「憲法改正小委員会秘密議事録」九三ページ、九五ぺ－
１２
ジ。
（９）第六回小委員会、一九四六年七月三一日。前掲（一の注７）「憲法改正小委員会秘密議事録」二六八ページ。
両）いわゆる「芦田修正」の馴突問題としての把握については、「芦田均日記』第一巻、一九八六年、岩波譜店、所収の
進
藤
栄
一
〃
第
一
巻
解
説
〃
を
参
照
。
な
お
、
古
関
彰
一
、
前
掲
こ
の
注
２
）
「
新
懸
法
の
誕
生
」
に
お
い
て
は
、
第
九
条
の
修
正
は
「芦田修正」ではなく「法制局官僚」による修正であり「金森修正」であったと分析されている。二四二ページ以下、
参
照
。
ま
た
、
第
九
条
修
正
と
の
関
連
で
、
極
東
委
員
会
の
指
示
が
あ
り
、
「
文
民
条
項
の
挿
入
」
が
貴
族
院
段
階
で
な
さ
れ
た
と
す
る
分
体的能力を活用する倫理的義務を持っている。」
（
６
）
第
七
回
小
委
員
会
、
一
九
四
六
年
八
月
一
日
。
同
右
「
憲
法
改
正
小
委
員
会
秘
密
議
事
録
」
三
一
六
ペ
ー
ジ
。
第
一
五
三
条
と
思
わ
れ
る。「所有権は義務を有する。（□ぬの口白ョぐの『耳二８〔の（）その行使は、同時に公共善への寄与でなければならぬ。」
（７）帝国憲法改正案委員小委員会委員の顔触れは〔自由党〕芦田均、江藤夏雄、北玲吉、高橋泰雄、甘日出彪〔進歩
党〕犬養健、原夫次郎、吉田安〔社会党〕鈴木義男、西尾末広、森戸辰男〔協同民主党〕林平馬〔新政会〕大島多
蔵〔無所属倶楽部〕笠井重治、の一四名であったｐ北、高橋、原、西尾の四名は小委員会発足時における追加メンバ
ーであった。委員一四名の略歴については、同右『恋法改正小委員会秘密議事録」所収「付属参考資料」、を参照。
（
８
）
保
守
政
党
が
、
第
二
次
大
戦
後
、
自
由
主
義
の
指
導
皿
念
を
確
立
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
一
定
の
経
過
が
必
要
と
さ
れ
た
。
一
九
四
七
年の社会党政権において計画原理の経済政策基調化がまず浮上し、そのような戦後動向への対抗原理として、野党期
の
自
由
党
（
民
自
党
）
に
お
い
て
自
由
主
義
概
念
が
指
導
理
念
と
し
て
確
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
こ
で
よ
う
や
く
自
由
主
義
概
念
は、その後の「一党優位制」の基底原理として確認されたのである。三谷太一郎〃戦後日本における野党イデオロギ
ーとしての自由主義’’九四七年’一九四八年ｌ“・犬童一男ほか編一戦後デモクラシーの成立」岩波書店、一九八八
析も試みられている。
年、所収、を参照。
（
旧
）
一
九
四
六
年
六
月
二
八
日
、
第
九
○
回
帝
国
議
会
衆
議
院
に
設
置
さ
れ
た
帝
国
懇
法
改
正
案
委
員
会
に
、
日
本
共
産
党
を
代
表
す
る
野
坂
参
三
は
、
七
二
名
の
委
員
の
中
の
一
名
と
し
て
選
出
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
こ
の
委
員
会
内
に
設
け
ら
れ
た
小
委
員
会
に
日
本
共
産
党
代
表
は
加
え
ら
れ
な
か
っ
た
。
理
由
は
議
席
数
に
よ
る
按
分
の
結
果
で
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
前
掲
二
の
注
７
）
「
憲
法
改
正
小
委
員
会
秘
密
議
事
録
」
所
収
「
付
属
参
考
資
料
」
、
に
よ
る
。
四
三
六
ペ
ー
ジ
、
四
四
九
ペ
ー
ジ
等
を
参
照
。
（
旧
）
第
二
回
小
委
員
会
、
一
九
四
六
年
七
月
二
六
日
、
同
右
、
『
憲
法
改
正
小
委
員
会
秘
密
議
事
録
』
二
一
～
二
二
ペ
ー
ジ
。
帝
国
議
会
の
議
事
運
営
は
、
こ
こ
ま
で
成
熟
し
た
政
党
政
治
に
よ
っ
て
担
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
帝
国
議
会
に
お
け
る
政
党
政
治
の
展
附
は
、
一
九
三
○
年
前
後
に
お
い
て
と
ら
え
ら
れ
る
だ
け
で
な
く
、
む
し
ろ
、
一
九
四
六
年
前
後
に
そ
の
頂
点
が
見
出
さ
れ
る
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。
な
お、国民主権明文化過程については、古関、前掲（｜の注２）「新憲法の誕生」二一三～二一六ページを参照。ただし、
衆
院
本
会
議
に
お
け
る
国
民
主
権
明
文
化
の
要
請
に
つ
い
て
、
六
月
二
八
日
の
野
坂
参
三
演
説
が
「
最
初
に
取
り
上
げ
た
」
例
と
さ
れ
て
い
る
が
、
む
し
ろ
六
月
二
六
日
の
鈴
木
義
男
演
説
が
挙
げ
ら
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
〃
象
徴
天
皇
制
の
形
成
要因ｌ日本社会党結党時の改憲方針ｌ〃「歴史学研究』第六○五号、一九九○年四月、で簡単に触れたことがある。
（
、
）
第
四
回
小
委
員
会
、
一
九
四
六
年
七
月
一
一
九
日
、
同
右
「
憲
法
改
正
小
委
員
会
秘
密
議
事
録
」
一
七
三
～
一
七
四
ペ
ー
ジ
。
（
凪
）
同
右
「
憲
法
改
正
小
委
員
会
秘
密
議
事
録
」
に
お
い
て
西
尾
末
広
の
名
は
、
二
六
、
一
六
七
、
一
六
九
、
一
七
五
、
二
一
七
、
二
一
八
、
二
二
五
ペ
ー
ジ
に
散
見
出
来
る
が
、
条
文
内
容
に
関
わ
る
発
言
回
数
は
二
度
と
数
え
ら
れ
る
。
西
尾
の
役
割
は
党
本
部
と
の
連
絡
役
、
そ
し
て
縦
横
無
尽
の
理
論
的
展
開
を
見
せ
る
鈴
木
と
森
戸
の
二
人
に
対
す
る
監
視
役
に
あ
っ
た
。
（
ｕ
）
社
会
党
政
権
の
閣
恢
と
な
っ
た
鈴
木
と
森
戸
で
あ
っ
た
が
、
新
人
会
、
社
会
法
学
、
ア
ン
ト
ン
・
メ
ン
ガ
ー
、
な
ど
の
要
因
で
交
錯
し
た
人
的
関
係
の
中
に
三
淵
忠
彦
と
河
村
又
介
を
配
個
出
来
る
。
三
淵
は
初
代
最
高
裁
判
所
長
官
で
あ
り
、
河
村
は
発
足
時
最
高
裁
判
所
の
判
事
の
一
人
で
あ
る
。
2２
憲法議会 こおける「ワイマール・モデル」
（２）
鈴木も森戸も、きわめて社会派的色彩の濃厚な大正デモクーフットであった。その鈴木と森戸が、一九一一○年代初
頭
、
帝
政
が
崩
壊
し
社
会
民
主
党
政
権
が
出
現
す
る
と
い
う
革
命
的
変
動
の
渦
中
に
あ
っ
た
ド
イ
ツ
、
主
と
し
て
ベ
ル
リ
ン
に
身
を
置
く機会を持ったことは、大正デモクラシーとワイマール・デモクラシーの単なる遭遇を意味するものではなかった。
こ
の
遭
遇
は
、
大
正
デ
モ
ク
ラ
ッ
ト
社
会
派
の
立
場
か
ら
す
る
ワ
イ
マ
ー
ル
・
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
受
容
で
あ
る
と
と
も
に
、
特
に
、
ワ
（３）
イ
マ
ー
ル
・
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
に
お
け
る
社
会
化
動
向
の
引
き
出
し
を
意
味
し
た
。
こ
の
遭
遇
は
ま
た
、
大
正
デ
モ
ク
ー
フ
ッ
ト
社
会
派
に
よる、今世紀初頭における世界史的社会民主主義潮流の内蔵化を意味した。
も
っ
と
も
、
大
正
デ
モ
ク
ラ
ッ
ト
が
自
ら
置
か
れ
た
社
会
状
況
を
「
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」
と
し
て
対
象
化
す
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
よ
う
に
、
鈴
木
も
森
戸
も
、
一
九
二
○
年
代
初
頭
の
ド
イ
ツ
に
あ
っ
て
、
ド
イ
ツ
革
命
の
展
開
状
況
を
、
「
混
乱
裏
」
に
あ
り
「
階
級
勢
力
の
均
衡
の
状
態
」
に
あ
る
と
と
ら
え
て
い
た
が
、
社
会
化
を
実
験
す
る
議
会
主
義
の
最
初
の
例
と
し
て
新
生
ワ
イ
マ
ー
ル
共
和
国
を
対
象
化
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
や
が
て
森
戸
が
注
目
す
る
こ
と
に
な
る
Ｋ
・
マ
ン
ハ
イ
ム
で
す
ら
、
民
主
主
義
的
議
会
政
治
に
よ
る
計
画
的
社
会
創
出
を
対
象
化
す
る
視
点
、
お
そ
ら
く
は
ワ
イ
マ
ー
ル
・
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
に
お
け
る
社
会
的
国
家
志
向
を
対
鈴木義男や森戸辰男が第一次大戦後のドイツ、それもベルリンに留学したのは、ほぼ同じ時期であった。鈴木の
場合は一九二二年秋から翌年へかけての一○ヵ月であり、森戸の場合は、鈴木より早く、期間も長く、一九一一一年
（１）
五
月
か
ら
一
九
一
一
三
年
二
月
へ
か
け
て
の
一
年
九
ヵ
月
で
あ
っ
た
。
当
時
、
進
行
中
で
あ
っ
た
「
ド
イ
ツ
革
命
」
の
受
け
止
め
方
に
違
い
は
あ
っ
た
が
、
二
人
と
も
、
そ
れ
ぞ
れ
、
ワ
イ
マ
ー
ル
・
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
に
つ
い
て
、
鈴
木
の
言
う
「
感
奮
興
起
」
を
経
験
し
て
い
た
○
三
鈴
木
義
男
に
お
け
る
ワ
イ
マ
１
ル
・
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
2３
東
北
大
学
法
文
学
部
新
設
要
員
と
し
て
、
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
そ
の
他
各
国
に
お
け
る
在
外
研
究
を
経
験
し
た
鈴
木
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
研
究
成
果
は
、
ド
イ
ツ
に
つ
い
て
は
、
ル
ド
ル
フ
・
シ
ュ
タ
ム
ラ
ー
の
「
自
由
に
意
欲
す
る
人
の
共
同
体
」
な
る
法
月
的
の
定
立
に
注
目
す
る
も
の
と
な
り
、
フ
ラ
ン
ス
に
つ
い
て
は
、
レ
オ
ン
・
デ
ュ
ギ
ー
の
評
価
で
あ
り
「
社
会
連
帯
主
義
」
へ
の
注
目
と
な
っ
て
（６）
い
た
。
鈴
木
の
「
社
会
法
」
的
領
域
へ
の
関
心
は
、
社
会
団
体
へ
の
注
目
に
よ
っ
て
確
か
な
も
の
と
な
り
、
ロ
マ
ニ
ス
ー
ア
ン
に
対
す
る
ゲ
ル
マ
ニ
ス
テ
ン
の
間
脳
提
起
の
枇
極
的
評
価
に
、
そ
の
理
論
的
場
を
見
出
す
も
の
と
な
っ
て
い
っ
た
。
一
九
二
四
年
、
海
外
留
学
か
ら
帰
国
し
、
東
北
大
学
の
教
壇
に
立
っ
た
鈴
木
は
、
社
会
法
学
の
立
場
を
鮮
明
に
打
ち
出
し
た
。
「
東
京
象化する視点、を確立したのは、共和制の崩壊を直視した現代診断学の確立過程においてであった。
鈴
木
の
場
合
、
ワ
イ
マ
ー
ル
・
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
状
況
を
、
社
会
問
題
、
特
に
労
働
問
題
が
社
会
動
向
の
表
胴
に
浮
上
し
た
場
と
と
ワ
イ
マ
ー
ル
・
ド
イ
ツ
に
冊
学
す
る
前
、
「
農
商
務
省
嘱
託
と
し
て
労
働
立
法
調
査
に
当
る
」
経
験
を
持
ち
、
「
国
家
学
会
雑
誌
」
で
（１）
「
改
造
」
の
時
代
に
お
け
る
「
社
会
改
良
事
業
」
の
意
義
を
主
張
し
て
い
た
鈴
木
で
あ
っ
た
。
鈴
木
が
、
ワ
イ
マ
ー
ル
・
ド
イ
ツ
に
見
出
し
た
「
新
価
値
」
が
「
労
働
組
合
の
組
織
化
」
で
あ
り
、
そ
の
「
産
業
組
織
に
及
ぼ
す
影
響
」
で
あ
っ
た
の
は
当
然
の
成
り
行
き
で
あ
ったと一言える。
ら
え
て
い
た
。
勿
論
、
小
生
は
こ
の
混
乱
裏
に
舵
て
幾
多
の
注
目
す
べ
き
新
価
値
の
萌
芽
を
見
出
す
も
の
に
有
之
、
各
国
に
舵
け
る
文
化
統
制
の
運
動
、
或
は
国
家
機
能
の
分
化
に
伴
ふ
政
治
組
織
の
転
化
の
曙
光
、
或
は
労
働
組
合
の
組
織
化
の
各
国
に
渡
り
て
予
想
以
上
の
盛
大
な
る
と
そ
の
将
来
の
（５）
産業組織に及ぼす影響等、夫々極々の意味に船て注目すべき現象と観測いたすものに候：…。
2４
憲法議会に おける「ワイマール・モデル」
（８）
大正デモクラットー社会派が唱える社会主義とは、「自由主義の論理的帰結」としての「広義の社会主義」であった。
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
を
媒
体
と
し
て
レ
ー
ニ
ン
主
義
が
導
入
さ
れ
る
ま
で
、
そ
し
て
、
治
安
維
持
法
に
よ
っ
て
国
体
観
念
が
思
想
の
公
準
と
法
定
さ
れ
る
ま
で
、
一
般
紙
・
誌
に
お
い
て
「
社
会
主
義
」
概
念
は
比
較
的
大
ら
か
な
受
け
止
め
方
が
な
さ
れ
て
い
た
と
見
る
こ
と
が
出
来
る
。
「
広
義
の
社
会
主
義
」
論
に
お
い
て
、
労
働
組
合
は
「
国
家
に
次
ぐ
の
集
団
現
象
」
と
位
置
づ
け
ら
れ
、
そ
こ
で
は
国
家
主
義
的
理
論
視
座
を
転
回
さ
せ
る
多
元
主
義
的
社
会
観
念
が
導
き
出
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
。
留
学
に
よ
っ
て
確
定
さ
れ
た
鈴
木
の
法
思
想
史
上
の
立
脚
点
を
示
す
と
思
わ
れ
る
見
解
表
明
を
、
次
の
記
述
に
見
て
撞
き
た
い
。
展
開
〃
で
は
、
「
最
も
問
題
の
状認識から「新しき法理》
理」にほかならなかった。
日
日
新
聞
」
一
九
二
四
年
一
二
月
九
日
付
か
ら
一
一
日
付
に
か
け
て
発
表
さ
れ
た
〃
文
化
現
象
と
し
て
の
法
律
〃
に
お
い
て
は
、
現
代
（７）
は「社会主義法制への過渡期」であると一一二口明されている。一九二五年九月、「改造」誌に発表された〃法律文化の新
展
開
〃
で
は
、
「
最
も
問
題
の
焦
点
と
な
り
つ
つ
あ
る
も
の
は
労
働
者
と
資
本
主
義
と
の
間
に
締
結
せ
ら
る
る
契
約
で
あ
る
」
と
す
る
現
状
認
識
か
ら
「
新
し
き
法
理
が
発
生
し
つ
つ
あ
る
」
と
言
明
さ
れ
て
い
る
。
鈴
木
の
言
う
「
新
ら
し
き
法
理
」
と
は
、
「
生
存
権
の
法
殊
に
独
逸
に
舵
け
る
民
法
編
纂
の
事
業
は
、
茜
に
国
家
的
事
業
と
し
て
敢
大
な
も
の
で
あ
っ
た
ば
か
り
で
な
く
、
こ
れ
を
機
縁
と
し
て
引
き
起
さ
れ
た
る
法
学
界
の
歴
史
法
学
派
と
論
理
法
学
派
の
論
戦
、
ロ
マ
ニ
ス
テ
ン
と
ゲ
ル
マ
ニ
ス
テ
ン
と
の
論
争
、
こ
れ
に
社
会
主
義
法
学
者
の
参
加
に
よ
っ
て
そ
の
論
議
は
一
層
稠
彩
な
る
も
の
と
な
り
、
法
学
の
進
歩
を
促
し
た
と
云
ふ
点
に
舷
て
忘
る
べ
か
ら
ざ
る
も
の
で
あ
る
。
…
…
十
九
世
紀
の
末
葉
に
総
て
や
う
や
く
そ
の
事
業
の
終
り
を
告
げ
た
独
逸
民
法
も
、
自
ら
は
独
自
の
根
底
の
上
に
立
っ
て
居
る
こ
と
を
誇
称
し
、
又
ギ
ー
ル
ヶ
そ
の
他
の
学
者
の
鋭
い
批
評
に
依
て
、
そ
の
羅
馬
法
主
義
万
能
は
幾
分
緩
和
さ
れ
歪
め
ら
れ
た
と
は
云
ひ
乍
ら
、
そ
の
立
案
の
根
本
が
十
九
世
紀
の
個
人
主
義
自
由
主
義
思
想
を
代
表
す
る
典
型
的
な
も
の
で
あ
る
こ
と
は
こ
れ
を
蔽
ふ
く
く
も
な
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
殆
ん
（９）
ど
文
字
通
り
に
継
受
し
た
我
民
法
が
全
く
同
一
の
思
想
的
範
陦
に
属
す
る
こ
と
は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。
2５
ゲ
ル
マ
ニ
ス
テ
ン
と
し
て
の
鈴
木
は
、
「
法
律
上
に
舵
て
は
後
進
国
た
る
我
国
」
の
法
体
系
に
お
い
て
も
、
「
法
典
中
の
あ
る
も
の
の
改正」が課題となっていることを説く。そして、「改正」の「根幹」は、「既に所与のものとして与へられて居るの
観がある」のであり、それは「社会的法」にほかならないとされているのであった。
ロマニステンとゲルマニステンとの間の論争に社会主義法学者の「参加」があり、その「参加」が論議を糀彩な
ものとした、と鈴木は見ているのであるが、この「参加」した社会主義法学者とは、ドイツ社会民主党系の法学者
（Ⅲ）
た
ち
を
指
し
て
い
る
と
理
解
し
て
間
違
い
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
同
時
に
、
鈴
木
は
、
同
じ
く
牧
野
英
一
の
影
轡
下
に
あ
り
、
そ
の
意
味
では「同門」と言える平野義太郎による関説としての「参加」をも指していたのではなかったであろうか。
平
野
義
太
郎
は
、
日
本
の
社
会
に
お
け
る
民
法
典
論
争
を
分
析
す
る
前
に
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
民
法
典
論
争
を
ロ
マ
ニ
ス
テ
ン
と
ゲ
ル
マ
ン
ス
テ
ン
と
の
論
争
と
し
て
克
明
に
追
う
理
論
作
業
を
展
開
し
て
い
た
。
平
野
の
「
法
律
に
お
け
る
階
級
闘
争
」
（
一
九
二
五
年
）
（肥）
は、平野のドイツ民法典論争への関説による「参加」の結果、平野が到達した地点であった。そして、鈴木は、「長
然
る
に
こ
こ
に
各
国
共
立
法
者
が
常
に
執
掌
し
て
し
か
も
寧
日
な
く
、
日
に
川
に
新
た
な
る
範
孵
と
内
容
と
を
以
て
喬
人
の
眼
前
に
展
開
し
て
来
る
法
律
の
一
群
が
あ
る
。
名
づ
け
て
社
会
的
法
と
云
ふ
所
の
も
の
で
あ
る
。
或
は
学
者
に
依
っ
て
社
会
政
簸
的
法
と
云
ひ
、
労
働
法
と
云
ひ
社
会
福
利
法
と
云
ふ
の
で
あ
る
が
、
今
し
ば
ら
く
名
川
の
論
議
は
他
の
機
会
に
譲
る
こ
と
に
し
度
い
。
兎
も
角
も
最
も
包
括
的
な
る
の
故
を
以
て
、
従
来
の
公
法
私
法
の
何
れ
の
法
的
体
系
の
範
嚇
に
も
風
せ
ず
、
又
そ
の
社
会
生
活
規
制
上
に
営
む
機
能
の
別
個
の
意
味
を
以
て
居
る
の
（⑩）
故
を
以
て
、
法
の
第
三
範
孵
と
し
て
社
会
法
の
名
を
以
て
呼
ぶ
こ
と
に
し
度
い
と
忠
ふ
。
2６
憲法議会 こおける「ワイマール・モデル」
友」平野の結論としての団体交渉権と同盟罷業権の法的確認に賛意を表している。
ただし、「広義の社会主義」の立場に立つ鈴木は、平野が、現代の法を「疑もなく階級的法律」であるとし、「階
級
闘
争
」
に
よ
る
法
の
進
化
を
説
き
、
「
階
級
的
事
業
を
規
範
と
し
て
樹
立
」
す
る
こ
と
を
求
め
る
際
、
そ
の
理
論
的
立
場
と
し
て
マ
ル
（旧）
クス主義を設定している点をとらえ、その点については〈異論〉を唱えている。鈴木に一一コ向わせれば、平野の法律に
お
け
る
階
級
闘
争
の
論
証
は
、
「
マ
ル
ク
ス
主
義
を
離
れ
て
も
そ
の
可
能
な
る
こ
と
」
を
指
摘
す
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
っ
た
。
イ
エ
ー
リ
ン
ク
や
シ
ュ
タ
ム
ラ
ー
の
学
説
で
平
野
の
論
理
を
充
分
に
根
拠
付
け
る
こ
と
が
出
来
る
で
は
な
い
か
、
と
す
る
鈴
木
の
批
判
は
、
あ
る
い
は
平
野
に
対
す
る
マ
ル
ク
ス
主
義
へ
の
埋
没
か
ら
脱
却
せ
よ
と
す
る
〈
忠
告
〉
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
平
野
が
、
仙
人
主
義
法
制
か
ら
社
会
主
義
法
制
へ
の
過
渡
期
に
「
生
命
の
服
蹴
」
と
し
て
の
「
闘
争
」
を
介
在
さ
せ
、
「
不
合
皿
性
の
主
（川）
張
」
を
も
進
化
の
内
容
と
し
た
時
、
鈴
木
は
、
平
野
の
「
飛
蹄
」
を
〈
拒
否
〉
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
鈴
木
に
お
け
る
「
飛
跳
」
の
拒
否
は
、
鈴
木
の
「
ド
イ
ツ
革
命
」
に
お
け
る
「
漸
進
主
義
」
の
考
察
か
ら
も
た
ら
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
一
九
二
一
年
の
ベ
ル
リ
ン
に
お
い
て
鈴
木
が
肌
で
感
じ
取
っ
た
の
は
、
ド
イ
ツ
社
会
民
主
党
に
お
け
る
、
ベ
ル
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
言
う「現時の仕事」（（淵、のロゴ、瓜、日日［）への取り組みであり、ことにその核心としての社会化動向であった。
し
か
し
独
逸
の
革
命
は
諸
柧
の
理
由
に
依
っ
て
露
西
諏
革
命
の
如
く
端
的
に
は
行
か
な
か
っ
た
。
社
会
化
的
方
法
に
依
る
漸
進
主
義
と
、
資
本
主
義
の
全
部
的
否
定
を
主
張
す
る
多
数
社
会
民
主
党
と
独
立
社
会
民
主
党
と
の
間
に
激
烈
な
る
論
争
が
交
換
さ
れ
た
こ
と
は
云
ふ
迄
も
な
い
が、一先づ革命後の社会秩序統制策は多数派の主張に帰して、社会化法⑪。§一一い｝の『５ｍの、§肩と新悲法の制定とに及んだわ
け
で
あ
る
。
即
ち
正
統
派
に
対
す
る
修
正
派
の
勝
利
で
あ
る
。
彼
の
一
九
一
八
年
三
月
一
一
十
三
日
に
公
布
せ
ら
れ
た
社
会
化
法
は
社
会
民
主
党
の
社
会
立
法
の
根
本
指
針
を
定
め
た
も
の
で
あ
っ
て
、
社
会
立
法
に
と
っ
て
の
マ
グ
ナ
・
カ
ル
タ
で
あ
る
。
…
…
2７
「社会化法」「新憲法」と積み上げられていったワイマール・ドイツにおける「社会法」の体系であった。鈴木に
よ
れ
ば
、
こ
の
「
社
会
法
」
体
系
が
示
す
「
広
義
の
社
会
主
義
」
は
、
一
九
二
二
年
九
月
二
四
日
、
ニ
ュ
ー
ル
ン
ベ
ル
ク
で
発
表
さ
れ
た
〃
独
逸
合
同
社
会
民
主
党
の
新
政
綱
〃
に
、
そ
の
具
体
的
展
開
の
姿
が
見
出
さ
れ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
社
会
民
主
党
と
独
立
社
会
民
（腿）
主党との〈口同は、「立法を通しての社会化の貫徹を約束して居る」のであった。
と
こ
ろ
で
、
ド
イ
ツ
社
会
民
主
党
を
軸
と
す
る
「
協
同
戦
線
」
に
、
鈴
木
以
上
の
関
心
を
示
し
た
日
本
人
留
学
生
が
居
た
。
そ
れ
は
森戸辰男であった。
即ちその内容は１労働義務２労働保護３労働権宛のｎ頁“貝少『ずの一［４失業者生存保障の四原則を宣一一一一口したものである。これ
（脂）
ら
の
原
則
は
殆
ん
ど
そ
の
ま
ま
一
九
一
八
年
九
月
十
一
日
公
布
の
新
憲
法
に
も
取
り
入
れ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
（１）鈴木義男の在独期間については、鈴木〃独逸よりＨ“「思想」第二四号、’九一一三年九月を参照。森戸辰男の在独期
間
に
つ
い
て
は
、
森
戸
「
最
近
ド
イ
ツ
社
会
党
史
の
一
駒
」
同
人
社
、
一
九
二
五
年
、
序
文
、
に
よ
る
。
（
２
）
一
八
八
八
年
生
ま
れ
の
森
戸
辰
男
か
ら
見
て
お
く
。
森
戸
は
、
一
九
一
九
年
一
二
月
、
三
日
間
に
わ
た
り
開
催
さ
れ
た
新
人
会
創
立
一
周
年
記
念
の
講
演
会
で
、
吉
野
作
造
、
大
山
郁
夫
と
並
ん
で
講
師
陣
の
一
員
と
な
っ
て
い
る
。
森
戸
の
講
演
は
〃
生
存
権
と
労
働
の
芸
術
化
“
と
題
す
る
も
の
で
あ
り
、
ア
ン
ト
ン
・
メ
ン
ガ
ー
や
ク
ロ
ポ
ト
キ
ン
の
思
想
、
ラ
ス
キ
ン
の
「
此
後
至
者
に
も
」
（
目
８
旨
⑫
」
、
叩
〔
）
の
理
想
、
で
「
人
間
ら
し
き
生
活
」
権
を
説
明
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
は
政
治
上
の
革
命
で
あ
っ
て
実
生
活
・
経
済
生
活
に
お
け
る
平
等
を
保
障
し
て
い
な
い
、
民
衆
の
運
動
が
起
き
る
の
は
「
社
会
進
化
の
当
然
の
過
程
」
で
あ
っ
た
、
と
説
く
も
の
で
あ
っ
た
。
櫛
田
民
蔵
ほ
か
「民衆文化の基調」聚英閲、一九二○年、所収。一八九四年生まれの鈴木義男は、二高生時代からイギリス労働党への
関
心
を
強
く
示
し
て
い
た
。
東
京
帝
大
の
学
生
時
代
に
は
新
人
会
の
会
員
と
な
り
、
吉
野
作
造
の
影
響
を
受
け
て
い
る
。
鈴
木
は
美
濃
部
2８
憲法議会に おける「ワイマール・モデル」
（７）「法学志林」第二七巻第二号、一九二五年二月、による。
（
８
）
鈴
木
義
男
”
社
会
行
政
の
新
領
域
ｌ
労
働
行
政
の
発
達
に
就
て
の
一
考
察
ｌ
〃
「
社
会
政
策
時
報
」
第
六
○
号
、
一
九
二
五
年
七
月
。
鈴
（
４
）
鈴
木
義
男
”
社
会
的
立
法
駆
業
の
新
傾
向
“
「
国
家
学
会
雑
誌
」
第
三
四
巻
第
一
号
、
一
九
二
○
年
一
月
。
○
・
幻
・
旨
旨
臼
・
忽
（
§
（
昏
旨
ミ
ミ
⑮
冒
暮
③
ロ
印
醒
・
の
抄
訳
。
（５）鈴木、前掲（三の注Ｉ）〃独逸よりけ“。
（
６
）
外
遊
中
の
鈴
木
法
学
士
か
ら
ド
イ
シ
便
り
が
五
編
到
粁
し
た
と
、
牧
野
英
一
が
「
法
学
志
林
」
で
報
告
し
て
い
る
。
第
二
筋
ま
で
が
「思想」編築部に届けられ、第三篇以降は一九二三年九月一日、牧野の研究室で灰蝋に帰したとされている。鈴木義男
〃仏蘭西よりＨ〃「法学志林」第二五巻第一○号、一九二三年一○月、に付せられた牧野英一の「はしがき」による。
なお、〃独逸より“（第一筋）の詳論が、鈴木の〃スタムラー教授の近業“「法学志林」第二六巻第六号、一九二四年六
月、となっている。〃仏川西より〃は、「法学志林」誌上で七回の連載となっている。〃独逸よりロ“「思想」第三三号、
一九二四年七月、で、鈴木が、ギールケの最後の講演の記録において「社会的国家」概念を発見した、と報告してい
達
吉
の
門
下
で
行
政
法
を
専
攻
、
助
手
と
し
て
公
法
研
究
室
に
残
っ
た
が
、
研
究
対
象
は
「
社
会
法
」
で
あ
り
「
労
働
法
」
で
あ
っ
た
。
鈴
木
義
男
伝
記
刊
行
会
編
「
鈴
木
義
男
」
一
九
六
四
年
、
三
五
ペ
ー
ジ
、
五
五
ペ
ー
ジ
、
六
二
ペ
ー
ジ
、
一
一
三
ペ
ー
ジ
、
一
七
九
ペ
ー
ジ
。
鈴
木
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
、
前
掲
三
の
注
皿
）
〃
象
徴
天
皇
制
の
形
成
要
因
“
で
一
つ
の
接
近
を
試
み
て
い
る
。
（
３
）
一
九
四
六
年
八
月
、
「
世
代
」
誌
に
〃
ワ
イ
マ
ー
ル
共
和
国
の
悲
劇
“
を
発
表
し
た
岡
義
武
は
、
そ
こ
で
ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
に
つ
い
て
「
ブ
ル
ジ
ョ
ア
・
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
革
命
に
法
律
的
表
現
を
与
へ
た
も
の
」
と
す
る
位
置
づ
け
を
見
せ
た
。
そ
の
上
で
、
岡
は
、
後
日
、
ワ
イ
マール遜法において、「議会主義による社会主義的変革」としての「社会化」動向は、「抑制」され「局限化」された
と
す
る
指
摘
を
付
け
加
え
た
。
岡
「
ワ
イ
マ
ー
ル
共
和
国
の
悲
劇
」
ア
テ
ネ
文
庫
、
一
九
四
九
年
、
七
ペ
ー
ジ
、
二
ペ
ー
ジ
。
ド
イ
ツ
革
命
に
お
い
て
挫
折
し
た
社
会
化
の
動
向
に
対
す
る
大
正
デ
モ
ク
ラ
ッ
ト
社
会
派
の
注
目
は
、
社
会
派
な
ら
で
は
の
引
き
出
し
作
業
で
あ
る
点
に
注
目
し
て
お
き
た
い
。
ったと評価出来よう。
2９
（９）鈴木義男〃社会的立法の思想的背隈（上）“「社会政簸時報」第七八号、一九二七年三川。一～三ページ。
（Ⅲ）何石。二ページ。鈴木が「社会的法」と言う時、「社会的立法」の促進調が主として「社会諸政党」であるとする評
価が伴っていた。さらに、その「社会諸政党」においては、ベルンシュタインの言う「現時の仕事」（○の、ｇ葛回風⑫，
ｐＨワの拝）を課題とする自覚がなされているとの洞察が下されていた。二○～二一ページ。
（
Ⅲ
）
一
九
世
紀
末
の
ド
イ
ツ
に
お
け
る
民
法
典
論
争
に
お
い
て
、
ド
イ
ツ
社
会
主
党
（
の
勺
ｇ
は
、
イ
ェ
ー
リ
ン
ク
、
ギ
ー
ル
ヶ
、
Ａ
・
メ
ン
ガ
ー
な
ど
を
「
頼
も
し
い
援
砿
」
と
見
な
し
て
い
た
と
さ
れ
て
い
る
。
多
彩
な
ゲ
ル
マ
ニ
ス
テ
ン
と
Ｓ
Ｐ
Ｄ
の
関
係
、
Ａ
・
メ
ン
ガ
ー
と
Ｓ
Ｐ
Ｄ
の
関
係
等
に
つ
い
て
は
、
西
村
稔
「
知
の
社
会
史
ｌ
近
代
ド
イ
ツ
の
法
学
と
知
識
社
会
Ｉ
」
木
鐸
社
、
一
九
八
七
年
、
第
六
章
〃民法典と社会思想”を参照。
（
皿
）
平
野
義
太
郎
「
民
法
に
舷
け
る
ロ
ー
マ
思
想
と
ゲ
ル
マ
ン
思
想
」
有
斐
閣
、
法
律
学
臘
謝
第
十
二
篇
、
一
九
二
四
年
、
に
お
い
て
、
平
野
は
ギ
ー
ル
ケ
ヘ
の
沈
潜
を
通
じ
て
、
ゲ
ル
マ
ン
思
想
を
「
社
会
組
織
に
一
大
変
革
を
与
へ
る
人
格
闘
争
の
撫
導
理
念
た
る
べ
き
」
と
位
置づけている。同書、はしがき。これを享けて、「法律における階級闘争Ｉ同盟罷業権に関する若干の考察ｌ」改造社、
一九二五年、は「階級闘争とローマ法」を分析した上で、巾民法を超える新たな規範価値の出現を説いたのであった。
（旧）鈴木義男〃「法律に舷ける階級剛争ｌ平野義太郎の近業ｌ〃「法学志林」第二七巻第兀号、一九二五年兀月。初出、
『東京日日新附」一九二五年三月二四冊。〈異論〉は、〈忠告〉〈拒否〉とともに、あるいは深読みかもしれない。
、）伺右。鈴木は、平野の「法律に船ける階級闘争」に孫川秀春の「労働法総論」を対慨し、権利の主張と共に「労働
立法への努力」がなされるべきである、としている。
（脇
）
鈴
木
、
前
掲
（三の注９）〃社会的立法の思想的背景（上）〃二二～二三ページ。
総
裁
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
木における「広義の社会主義」論は、行政学の新分野として「社会行政」「労働行政」を提起し、内務省社会局の開設
に
満
足
せ
ず
、
「
労
働
省
を
独
立
の
一
省
と
し
て
設
く
る
」
こ
と
を
求
め
て
い
る
。
一
九
二
五
年
、
普
選
実
施
の
前
の
段
階
で
労
働
省
の
設
慨を求める「法的社会主義者」が、やがて、社会党政権における、そして新憲法体制における岐初の司法大臣、法務
3０
憲法議会に おける「ワイマール・モデル」
森戸は率直に、自己における「思想の遍歴」を認めている。ある時には「思想の旅路」とも言い、「思想行路」と
も述べている。その場合、「遍歴」であれ、「旅路」「行路」であれ、思想の変遷は、森戸において、決して転向では
一九七○年、背どおりの姿のまま、今はひっそりと静かなフンポルト大学、かってのベルリン大学の前に立った
森戸辰男は、五○年前の革命期ドイツ、一九二○年代初頭のベルリンの騒然とした弊Ⅶ気を思い出して、「多少の感
慨
な
き
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
」
と
語
っ
て
い
る
。
一
九
二
一
年
五
月
、
若
き
日
の
森
戸
が
到
若
し
た
ベ
ル
リ
ン
は
、
カ
ッ
プ
一
摸
、
ス
パ
ル
タ
ク
ス
反
乱
の
直
後
で
あ
っ
た
。
森
戸
は
言
う
。
私
が
ド
イ
ツ
に
い
た
一
九
二
一
’
三
年
と
い
う
時
期
は
、
け
っ
し
て
長
い
歳
月
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
け
れ
ど
も
、
大
き
く
言
え
ば
、
世
界
史
の
う
え
で
も
変
転
と
激
動
の
時
期
と
し
て
際
立
っ
て
お
り
ま
し
た
。
特
に
そ
の
年
月
の
間
に
ド
イ
ツ
を
中
心
に
展
開
さ
れ
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
労
働
迦
動
。
社
会
主
義
連
動
の
め
ざ
ま
し
い
興
隆
と
停
滞
の
も
つ
意
味
は
、
ロ
シ
ア
革
命
に
次
い
で
き
わ
め
て
大
き
い
、
と
い
う
の
が
私
の考えです。
…
…
と
も
あ
れ
、
こ
の
二
年
間
は
、
私
の
思
想
の
推
移
と
い
う
か
、
旅
路
と
い
う
か
、
そ
の
う
え
で
一
つ
の
転
機
と
な
っ
た
も
の
で
、
そ
う
（１）
い
う
点
か
ら
も
、
私
に
と
っ
て
は
貨
砿
な
歳
月
で
あ
り
ま
し
た
。
（
Ｍ
）
同
右
〃
社
会
的
立
法
の
思
想
的
汁
景
（
上
）
“
二
四
～
二
五
ペ
ー
ジ
。
「
社
会
化
の
凹
徹
」
の
内
容
を
、
詳
し
く
紹
介
し
て
い
る
。
国
家
の
資
本
主
義
的
企
業
へ
の
直
接
関
与
、
主
要
産
業
の
社
会
化
、
学
校
教
行
の
再
編
成
、
等
々
で
あ
る
。
四
森
戸
辰
男
に
お
け
る
ワ
イ
マ
ー
ル
・
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
3１
で
は
、
森
戸
の
思
想
変
遷
過
程
の
基
点
部
分
を
形
成
し
た
に
違
い
な
い
ド
イ
ツ
革
命
の
直
視
、
ド
イ
ツ
革
命
の
受
容
は
、
ド
イ
ツ
革
命
の
ど
の
側
面
、
ど
の
部
分
に
対
し
て
な
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
森
戸
の
関
心
は
、
独
立
社
会
民
主
党
と
オ
ー
ス
ト
ロ
・
マ
ル
ク
ス
主
義
に
向
け
ら
れ
て
い
た
。
森
戸
は
、
最
初
の
評
論
集
『
思
想
と
闘
争
」
（
一
九
二
五
年
）
を
絶
版
に
し
て
、
第
二
の
評
論
集
「
戦
争
と
文
化
」
（
一
九
三
一
年
）
を
世
に
問
う
に
当
た
っ
て
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。
な
く
、
回
心
で
も
な
か
っ
た
。
私
自
の
立
場
は
ど
う
か
と
い
え
ば
、
共
産
党
の
唱
え
る
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
独
裁
と
暴
力
革
命
は
、
ど
う
し
て
も
納
得
で
き
な
か
っ
た
し
、
右
派
社会党（社会民主党ｌ引用者）に対しては数年前、スパルタクスを武力で弾圧したことへの反感が拭いきれませんでした。
結
局
、
中
間
の
独
立
社
会
党
に
い
ち
ば
ん
親
近
感
を
お
ぼ
え
る
、
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
さ
っ
き
も
言
っ
た
よ
う
に
、
独
立
社
会
党
の
世
界
的
中
心
は
ド
イ
ツ
で
は
な
く
て
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
特
に
そ
の
首
都
ウ
ィ
ー
ン
だ
っ
た
の
で
す
が
、
ウ
ィ
ー
ン
の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
社
民
党
の
一
幹
部
に
マ
ッ
ク
ス
・
ア
ド
ラ
ー
と
い
う
人
が
い
ま
し
た
。
こ
の
ア
ド
ラ
ー
が
代
表
す
る
潮
流
は
、
マ
ル
ク
ス
と
カ
ン
ト
と
の
調
和
、
マ
ル
ク
ス
の
唯
そ
の
側
、
私
の
思
想
の
旅
路
は
、
多
く
の
人
々
の
そ
れ
の
や
う
に
、
外
面
的
に
も
内
面
的
に
も
嶮
難
の
道
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
そ
の
間
、
私
は
多
く
を
習
得
す
る
と
共
に
多
く
を
脱
皮
し
、
少
か
ら
ぬ
過
誤
と
逸
脱
さ
へ
も
免
れ
な
か
っ
た
。
そ
れ
に
も
拘
は
ら
ず
、
今
日
な
ほ
私
は
信
じ
て
ゐ
る
。
こ
の
波
澗
の
多
い
思
想
行
路
に
よ
っ
て
私
の
内
的
成
長
は
志
操
の
上
で
も
理
論
の
上
で
も
、
阻
害
さ
れ
不
具
化
さ
れ
た
よ
り
も
、
却
ア
ウ
フ
ヘ
ー
ベ
ン
っ
て
促
進
ざ
れ
健
全
化
さ
れ
た
、
と
。
実
際
、
か
し
》
」
で
獲
ら
れ
た
も
の
の
う
ち
、
揚
棄
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
も
の
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
フ
エ
ル
ニ
ヒ
テ
ン
（２）
廃
棄
さ
る
べ
き
６
の
は
一
つ
と
し
て
存
し
な
か
っ
た
。
3２
憲法議会における「ワイマール・モデル」
独立社会民主党に対する森戸の期待は、間もなく「大きな幻滅」に変わる。独立社会民主党は、「労働者階級の協
同
化
」
あ
る
い
は
「
左
右
両
派
の
統
合
」
の
「
媒
介
」
と
し
て
機
能
す
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。
そ
の
こ
と
を
証
明
し
た
の
が
、
一
九
二
二
年
九
月
二
四
日
の
ド
イ
ツ
合
同
民
主
党
の
成
立
で
あ
っ
た
。
同
党
成
立
を
評
価
す
る
視
点
が
、
森
戸
の
場
合
、
鈴
木
義
男
と
異
なっていた。森戸に言わせれば、この合同は「協同化」の「半分の成果」であり、「独立社会党の存在理由はほとん
ど
消
失
」
し
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
後
、
森
戸
は
、
徐
じ
ょ
に
「
右
翼
社
会
党
」
（
社
会
民
主
党
）
に
関
心
を
移
す
こ
と
に
（４）
なる。その意味で、独立社会党に感じた「大きな幻滅」は、森戸における「｜っの転機」となったのであった。
そ
れ
に
も
せ
よ
、
一
九
二
○
年
代
の
初
頭
に
お
い
て
、
森
戸
の
最
大
の
理
論
的
な
、
そ
し
て
実
践
的
な
関
心
は
「
ド
イ
ツ
に
お
け
る
労
働
者
協
同
戦
線
運
動
の
消
長
」
に
向
け
ら
れ
て
い
た
。
ド
イ
ツ
留
学
か
ら
帰
国
後
、
森
戸
は
「
大
原
社
会
問
題
研
究
所
雑
誌
」
に
一
連
の
論
文
を
発
表
、
そ
れ
を
ま
と
め
た
の
が
「
最
近
ド
イ
ツ
社
会
党
史
の
一
駒
」
（
同
人
社
、
一
九
二
五
年
）
で
あ
り
、
こ
の
書
は
森
戸
の
代
表
作
と
な
っ
て
い
る
。
森
戸
の
ワ
イ
マ
ー
ル
・
ド
イ
ツ
に
お
け
る
社
会
民
主
主
義
と
の
適
遇
は
、
森
戸
に
お
け
る
「
思
想
の
遍
歴
」
に
お
い
て
、
終
生
消
え
る
こ
と
の
な
い
起
点
を
形
成
し
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
第
二
次
大
戦
終
了
後
、
憲
法
研
究
会
で
、
そ
し
て
憲
法
議
会
で
、
日
本
国
憲
法
の
形
成
に
関
わ
る
こ
と
に
な
っ
た
機
会
に
は
、
ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
を
モ
デ
ル
と
す
る
立
場
を
、
森
戸
は
蹄
蹄
な
く
選
ん
で
い
る
の
で
あ
っ
た
。
占
領
軍
総
司
令
部
の
内
部
で
（５）
「森戸案」と呼ばれる場〈ロもあった憲法研究会の案について、森戸は「私の履歴書」の中で回想している。
物
論
と
カ
ン
ト
の
理
想
主
義
と
の
結
合
と
い
っ
た
考
え
方
で
、
こ
れ
は
ウ
ィ
ー
ン
で
は
有
力
で
、
同
時
に
オ
ー
ス
ト
リ
ア
社
会
民
主
党
の
一
つ
（３）
の
轄
孵
敏
で
も
あ
り
ま
し
た
。
私
は
こ
の
考
え
方
に
大
い
に
共
鳴
す
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
し
た
。
3３
ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
に
お
け
る
生
存
権
の
規
定
が
、
森
戸
の
「
思
想
の
遍
歴
」
の
起
点
部
分
に
、
原
点
と
し
て
組
み
込
ま
れ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
森
戸
は
、
日
本
国
憲
法
に
挿
入
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
生
存
権
の
規
定
に
つ
い
て
、
「
政
治
上
の
民
主
革
命
と
並
ぶ
、
ま
た
働
く
国
民
大
衆
に
と
っ
て
は
、
場
合
に
よ
っ
て
は
そ
れ
よ
り
も
意
義
の
大
き
い
、
憲
法
の
一
条
で
あ
る
」
と
評
価
し
て
い
た
と
い
う
。
そ
れ
は
、
こ
の
一
条
が
、
「
国
会
民
主
主
義
の
方
法
で
資
本
主
義
が
社
会
主
義
へ
移
り
行
く
可
能
性
」
の
主
要
因
と
な
っ
て
い
る
と
考
え
（７）
る
か
ら
で
あ
っ
た
。
森
戸
の
そ
の
よ
う
な
、
ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
に
お
け
る
生
存
権
規
定
へ
の
注
目
、
ざ
富
わ
に
は
、
生
存
権
規
定
を
含
む
法
体
系
の
「
社
会
法
」
化
に
よ
る
社
会
主
義
へ
の
接
近
、
す
な
わ
ち
「
法
的
社
会
主
義
」
の
指
導
理
念
化
は
、
ほ
か
な
ら
な
い
ア
ン
ト
ン
・
メ
ン
ガ
ー
の
思
想
的
影
響
に
依
る
も
の
で
あ
っ
た
。
…
…
私
た
ち
は
社
会
主
義
へ
の
漸
進
を
可
能
に
す
る
橋
渡
し
的
な
規
定
を
織
り
込
も
う
と
し
た
。
私
は
そ
の
理
論
を
法
学
者
で
か
っ
て
の
ウ
ィ
ー
ン
大
学
総
長
ア
ン
ト
ン
・
メ
ン
ガ
ー
に
求
め
た
。
彼
は
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
基
本
人
権
に
対
し
て
社
会
主
義
的
基
本
人
権
を
提
唱
し
、
労
働
全
収
益
権
・
労
働
権
・
生
存
権
を
掲
げ
た
。
そ
の
う
ち
、
人
々
に
人
間
ら
し
い
生
活
を
保
障
す
る
「
生
存
権
」
は
、
資
本
制
社
会
に
も
適
用
で
き
る
と
考
え
た
。
こ
の
生
存
権
の
主
張
は
ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
、
ビ
ス
マ
ル
ク
の
社
会
政
策
と
関
連
し
つ
つ
「
社
会
的
国
家
」
の
思
想
を
形
成
し
た、と思われる。このような背景の下に私は、「社会的国家の方向をめざそう」と、党に提案し、説いて回った。
…
…
要
す
る
に
私
た
ち
は
、
資
本
主
義
の
弊
害
を
除
去
し
つ
つ
社
会
主
義
へ
い
た
る
道
の
門
口
を
、
新
憲
法
に
よ
っ
て
開
い
て
い
こ
う
と
し
草
案
は
「
日
本
国
の
統
治
権
は
日
本
国
民
よ
り
発
す
」
と
し
、
国
民
は
法
の
前
に
す
べ
て
平
等
で
あ
り
、
言
論
思
想
の
自
由
は
も
ち
ろ
ん
、
経
済
の
章
を
設
け
て
社
会
経
済
的
権
利
を
認
め
、
公
共
福
祉
優
先
を
打
ち
出
し
た
。
ま
た
私
の
提
唱
に
よ
っ
て
「
国
民
は
健
康
に
し
て
文
化
的
水
準
の
生
活
を
営
む
権
利
を
有
す
る
」
と
も
記
し
た
。
特
色
を
一
口
に
い
え
ば
、
ド
イ
ツ
・
ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
の
精
神
が
多
く
盛
り
込
ま
れ
て
（６）
いる。
3１
憲法議会 こおける「ワイマール・モデル」
年である。
ク
ロ
ポ
ト
キ
ン
に
お
け
る
無
政
府
共
産
主
義
思
想
の
紹
介
者
と
し
て
著
名
で
あ
っ
た
森
戸
は
、
同
時
に
、
ア
ン
ト
ン
・
メ
ン
ガ
ー
の
「法的社会主義」の日本社会への導入者の一人でもあった。森戸は、Ａ・メンガーの「全労働収益権」論、すなわち
不労所得の完全否定論を、まず「近世社会主義思想史」（我等社、一九一二年）として訳出・紹介した。河上験の批判
もあって、訳暫の題名は次の版において「全労働収益権史論」（弘文厳、一九二四年）に改められているが、森戸は、
Ａ
・
メ
ン
ガ
ー
の
「
法
的
社
会
主
義
」
を
、
全
労
働
収
益
権
に
お
い
て
の
み
で
は
な
く
、
生
存
権
、
労
働
権
を
も
合
わ
せ
た
私
的
所
有
（９）
保障体系の修正要請として社会、心想史上に位置づける理解を変えることはなかった。
一
九
一
八
年
、
東
京
帝
国
大
学
に
お
け
る
経
済
学
史
の
講
義
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
っ
た
森
戸
は
、
Ａ
・
メ
ン
ガ
ー
の
「
全
労
働
収
益権史論』の解説を講義内容とした。その意図は「社会主義史を講述」することにあった。なぜ「社会主義史」が
選
ば
れ
た
の
か
。
「
少
く
と
も
私
の
学
ん
だ
東
京
大
学
に
舵
て
は
、
社
会
主
義
学
説
の
研
究
は
、
全
然
閑
却
さ
れ
て
ゐ
た
と
言
っ
て
も
敢
（川）
て過一言ではない。私は此の如き学問的に不誠実な怯慨な大学の空気が非常に脈であった」か弩Ｄであった。この諦義
の後、森戸は〃クロポトキンの社会思想の研究〃を「経済学研究」第一巻第一号、一九二○年一月、に発表、「朝悲
素
乱
」
の
罪
に
問
わ
れ
、
「
禁
鋼
三
ヵ
月
」
の
刑
に
服
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
ア
ン
ト
ン
・
メ
ン
ガ
ー
箸
、
森
戸
辰
男
訳
「近世社会主義思想史」の〃訳者序〃には「大正九年十月四日入獄の日の朝」と記されている。入獄によって、森戸
の
ク
ロ
ポ
ト
キ
ン
評
価
が
変
わ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
森
戸
の
「
ク
ロ
ポ
ト
キ
ン
の
片
影
」
（
同
人
社
）
が
刊
行
さ
れ
た
の
は
一
九
二
二
た
の
だ
。
別
の
こ
と
ば
で
い
え
ば
、
「
禰
祉
国
家
」
へ
の
道
で
あ
る
。
メ
ン
ガ
ー
の
提
唱
に
基
づ
く
ド
イ
ツ
流
の
「
社
会
国
家
」
と
は
、
そ
の
後
（６）
にイギリス人で造成された「桶祉国家」にほかならない。
3５
ド
イ
ツ
留
学
か
ら
帰
国
し
た
森
戸
を
迎
え
た
の
は
関
東
大
震
災
で
あ
り
、
特
に
「
大
震
災
事
件
」
で
あ
っ
た
。
ク
ロ
ポ
ト
キ
ン
研
究
を
通
じ
て
何
回
か
会
っ
た
こ
と
の
あ
る
大
杉
栄
が
殺
さ
れ
、
多
数
の
労
働
者
「
主
義
者
」
が
殺
さ
れ
た
。
森
戸
に
お
け
る
ド
イ
ツ
革
命
の
目
撃
は
、
ロ
ー
ザ
や
リ
ー
プ
ク
ネ
ヒ
ト
、
ヨ
ギ
ヘ
ス
ら
だ
け
で
な
く
、
エ
ル
ッ
ベ
ル
ガ
ー
、
ラ
ー
テ
ナ
ウ
ま
で
が
暗
殺
さ
れ
る
と
い
う
ワ
イ
マ
ー
ル
・
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
状
況
に
お
け
る
政
治
テ
ロ
の
目
撃
で
も
あ
っ
た
。
そ
の
直
後
に
、
今
度
は
、
日
本
の
社
会
に
お
け
る
大
量
の
政
治
テ
ロ
を
目
撃
す
る
こ
と
に
な
っ
た
森
戸
は
、
そ
の
怒
り
を
一
九
二
三
年
一
○
月
二
一
日
に
脱
稿
し
た
〃
震
炎
と
「
主
義
者
」
と
反
動
勢
力
〃
そ
の
他
二
、
三
の
論
稿
に
お
け
る
事
態
の
冷
静
な
分
析
に
充
分
に
龍
め
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
右
の
一
論
に
お
い
て
、
森
戸
は
、
「
若
し
我
が
国
本
の
安
定
を
確
信
す
る
の
な
ら
、
何
故
欧
米
諸
国
が
許
し
て
ゐ
る
程
度
に
思
想
、
言
論
、
結
社
の
自
由
が
許
さ
（川）
れ
ぬ
の
で
あ
る
か
」
と
、
よ
う
や
く
浮
上
し
始
め
た
国
体
訟
綱
へ
の
肉
薄
す
ら
試
み
て
い
た
。
そ
の
よ
う
な
森
戸
で
あ
っ
た
が
、
一
九
二
○
年
代
後
半
か
ら
一
九
四
○
年
代
前
半
に
か
け
て
の
時
期
が
、
「
思
想
の
遍
歴
」
と
し
て
語
（肥）
られず、「遍歴八十年」の回顧においてほとんど触れられる》」とのない部分となっているのはなぜであろうか。一九
二
○
年
代
初
頭
に
お
い
て
ワ
イ
マ
ー
ル
・
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
を
受
容
し
た
森
戸
で
あ
っ
た
が
、
一
九
三
○
年
代
後
半
に
は
ナ
チ
オ
ナ
ー
フ
エ
ル
ニ
ヒ
テ
ン
ル
・
ゾ
チ
ァ
リ
ス
ム
ス
の
許
容
を
見
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。
「
思
想
の
遍
歴
」
に
お
い
て
ナ
チ
ズ
ム
の
許
容
だ
け
は
「
廃
棄
」
の
対
象
に
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
森戸は、ドイツ労働戦線の機関誌（倉冒す鼻の『日日》）からアドルフ・ヒットラーの軍需工場における演説の一部を
抜き出し、自著「独逸労働戦線と産業報国運動」（改造社、一九四一年）の冒頭で紹介した。そして、森戸は、「もし
も
か
や
う
な
変
革
的
な
見
解
が
、
単
な
る
場
当
り
的
な
空
語
で
な
い
と
す
れ
ば
」
と
断
わ
り
つ
つ
も
、
ド
イ
ツ
労
働
戦
線
に
つ
い
て
「それは高度国防国家において産業労働の新秩序に至重の意義を与へるもの」であるとし、「現在の独逸とほぼ同じ
に国際及国内情勢下にある我国に対してもそのまま妥当する」との見解を示した（同書〃序〃）。かっての「労働者協
3６
憲法議会における「ワイマール・モデル」
論
に
近
い
」
と
も
言
う
。
一
強化の提唱」（陸躯省新Ⅲ
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
同戦線」への関心は、ドイツ労働戦線への関心に直結させられたのであった。
こ
の
よ
う
な
一
九
四
○
年
代
の
森
戸
で
あ
っ
た
が
、
森
戸
の
新
体
制
へ
の
迎
合
が
、
終
始
、
た
と
え
ば
右
に
見
た
「
空
語
で
な
い
と
す
れ
ば
」
式
の
留
保
条
件
付
き
で
あ
る
点
に
注
目
し
て
お
き
た
い
。
「
戦
争
が
文
化
を
創
造
す
る
と
い
ふ
の
は
、
不
正
確
な
表
現
で
あ
っ
て
、
実
は
戦
争
が
文
化
の
創
成
・
発
展
の
条
件
を
作
出
す
る
こ
とができる、といふ事実を意味するにほかならない」と森戸は言う。「戦争なければ文化なし」と主張するのは「暴
（旧）
論に近い」とも一一局う。この森戸の議論は、戦争を「削造の父」であり「文化の母」であるとする「国防の本義と其
強
化
の
提
唱
」
（
陸
躯
省
新
聞
班
、
一
九
三
四
年
）
へ
の
同
調
に
な
る
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
、
屈
折
し
た
批
判
の
呈
示
に
な
っ
て
い
た
森
戸
も
認
め
て
い
る
「
武
力
戦
争
の
完
遂
以
上
の
難
事
」
で
あ
る
に
違
い
な
い
こ
の
よ
う
な
馴
権
主
義
を
克
服
し
た
地
域
統
合
の
可
東
亜
共
同
体
論
と
し
て
の
〃
東
亜
新
秩
序
に
関
す
る
興
耐
院
会
議
の
答
申
案
〃
（
要
旨
）
に
対
し
て
、
森
戸
は
次
の
よ
う
に
提
言
す
る
。
二
束
弧
新
秩
序
を
帝
国
主
義
の
「
無
花
果
の
葉
」
た
ら
し
め
な
い
と
と
も
に
、
現
事
態
の
必
須
と
す
る
限
り
の
川
本
の
指
導
的
地
位
を
認
容
す
る
と
こ
ろ
の
、
日
支
両
政
府
と
り
わ
け
Ⅱ
支
両
国
民
の
側
に
州
互
信
頼
に
も
と
づ
く
善
隣
関
係
を
確
立
し
、
三
東
亜
協
同
体
を
ぱ
他
協
同
体
に
た
い
す
る
強
大
化
さ
れ
た
闘
争
機
関
に
終
ら
し
め
る
こ
と
な
く
、
世
界
平
和
に
寄
与
す
べ
き
そ
の
前
段
（川）
階として建設して行くこと・…：
国
内
に
お
い
て
、
・
国民組織を完成し、 か
の
答
申
案
要
旨
に
謂
ふ
と
こ
ろ
の
「
暴
力
支
配
的
」
「
搾
取
的
」
傾
向
の
再
拾
頭
を
不
可
能
と
す
る
や
う
な
協
同
的
3７
能
性
を
提
示
す
る
こ
と
は
、
結
局
は
、
大
東
亜
共
栄
圏
の
美
化
を
意
味
す
る
理
論
作
業
に
過
ぎ
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
現
代
の
総
力
戦
・
長
期
戦
を
、
「
新
秩
序
創
成
の
契
機
」
で
あ
り
「
社
会
的
再
編
成
の
大
事
業
」
で
あ
る
と
と
ら
え
直
す
森
戸
で
あ
（脂）
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
森
戸
が
逸
早
く
、
Ｋ
・
マ
ン
ハ
イ
ム
の
「
リ
コ
ン
ス
ト
ー
フ
ク
シ
ョ
ン
」
に
接
し
て
い
る
事
実
が
注
目
さ
れ
る
。
森
戸
は
、
マ
ン
ハ
イ
ム
の
「
企
画
の
時
代
」
の
位
値
付
け
を
そ
の
ま
ま
「
新
体
制
」
の
位
慨
付
け
に
援
川
し
て
い
る
。
森
戸
は
、
マ
ン
ハ
イ
ム
に
依
拠
す
る
形
で
、
「
企
画
は
高
度
国
防
国
家
の
本
質
要
素
と
な
っ
て
を
り
、
さ
う
し
て
こ
の
企
画
は
理
性
の
最
近
且
つ
最
高
の
発
展
形
態
を
そ
の
本
質
的
成
素
と
し
て
ゐ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
森
戸
が
手
に
し
た
マ
ン
ハ
イ
ム
の
「
リ
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
」
は
初
（肺）
版のドイツ語版であり、森戸は、〈ＣＨ弓囚ロ〉を「改築」ととらえていた。「再柵成」でも「変赦」でもなかった。
産
業
報
図
会
に
関
し
て
は
、
日
本
語
の
表
現
を
避
け
つ
つ
、
「
ラ
ウ
プ
ヴ
ィ
ル
ト
シ
ャ
フ
ト
」
（
奴
隷
的
収
獅
緑
営
）
へ
の
監
視
を
警
告
（Ⅳ）
す
る
森
戸
で
あ
っ
た
。
ド
イ
ツ
労
働
戦
線
に
つ
い
て
、
「
労
働
統
制
の
有
効
な
る
機
構
」
で
あ
り
産
業
報
国
会
の
「
典
型
」
で
あ
る
と
ま
で
評
価
し
な
が
ら
、
そ
の
評
価
の
中
に
、
ド
イ
ツ
労
働
戦
線
が
「
社
会
的
新
秩
序
の
拠
点
で
あ
る
こ
と
を
志
向
し
て
ゐ
る
」
側
而
を
持
（旧）
っ
て
い
る
と
の
折
摘
を
含
ま
せ
、
労
働
戦
線
の
歴
史
的
意
味
の
読
み
取
り
を
懸
〈
叩
に
試
み
る
森
戸
で
あ
っ
た
。
森
戸
に
と
っ
て
、
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
時
代
は
、
到
来
し
た
嵐
の
時
代
で
あ
り
、
そ
の
嵐
は
避
け
る
こ
と
を
許
さ
れ
な
い
、
突
破
す
る
以
外
に
対
応
の
道
の
な
い
状
況
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
通
過
点
で
あ
っ
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
。
森
戸
は
、
マ
ン
ハ
イ
ム
か
ら
現
代
社
会
が
「
企
画
的
思
惟
」
の
社
会
で
あ
る
と
す
る
分
析
成
果
を
受
け
継
い
だ
だ
け
で
は
な
く
、
お
そ
ら
く
は
、
社
会
状
況
の
そ
れ
ぞ
れ
の
局
面
を
歴
史
の
理
性
の
「
媒
体
契
機
」
と
し
て
相
対
化
す
る
視
点
を
も
学
び
取
っ
て
い
た
の
で
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。
第
二
次
世
界
大
戦
が
終
わ
っ
て
二
ヵ
月
後
の
ラ
ジ
オ
で
、
森
戸
は
「
現
代
の
民
主
主
義
は
社
会
主
義
と
結
び
つ
い
て
の
み
、
よ
く
そ
の本領を発揮しうる」と「産業民主主義」の宣言を行なった。五ヶ月後のラジオでは、「資本主義の埒内において、
社
会
主
義
へ
の
道
程
と
し
て
、
広
汎
且
つ
組
織
的
に
社
会
政
策
を
実
行
す
る
国
家
」
と
し
て
「
社
会
的
国
家
」
へ
の
志
向
を
表
明
し
て
3８
憲法議会における「ワイマール・モデル」
（旧）
い
プ
Ｃ
ｏ
そ
の
素
早
い
新
状
況
へ
の
反
応
は
、
森
戸
に
お
い
て
、
ナ
チ
オ
ナ
ー
ル
。
ゾ
チ
ア
リ
ス
ム
ス
の
状
況
へ
の
対
応
が
埋
没
で
は
な
く
通
過
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
こ
で
表
明
さ
れ
て
い
る
の
は
、
か
っ
て
Ａ
・
メ
ン
ガ
ー
や
、
ワ
イ
マ
ー
ル
・
デ
モ
ク
ラ
シ
１
と
の
遭
遇
で
得
た
「
社
会
的
国
家
」
の
理
念
で
あ
っ
た
。
第
二
次
大
戦
後
、
新
憲
法
制
定
の
政
治
過
程
で
再
提
唱
さ
れ
た
「
社
会
的
（、）
国家」は、「市民革へ叩の終期」であるとともに「社会革命の始期」と位置づけられている。そこに、強権的体制統合
の
状
況
を
市
民
社
会
燗
熟
の
状
況
と
し
て
突
き
抜
け
た
森
戸
の
新
た
な
到
達
点
が
あ
っ
た
と
見
て
良
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
（１）森戸辰男『思想の遍歴（上）、クロポトキン事件前後」春秋社、一九七二年、一一○九ページ、一二六～’’一七ページ。
（２）森戸辰男「戦争と文化」中央公論社、一九四一年、序、七ページ。なお、この書の一七一～一七四ページは検閲に
よ
る
と
思
わ
れ
る
削
除
（
切
り
取
り
）
を
受
け
て
い
る
。
同
版
書
二
冊
で
確
認
。
（
３
）
森
戸
、
前
掲
（
四
の
注
１
）
「
思
想
の
遍
歴
（
上
）
」
二
○
六
～
二
○
七
ペ
ー
ジ
。
森
戸
の
蔵
書
は
広
島
大
学
に
寄
贈
さ
れ
て
い
る
。
広
島
大
学
付
属
図
書
館
刊
「
森
戸
文
庫
目
録
」
一
九
七
三
年
、
「
森
戸
文
庫
目
録
（
続
）
」
’
九
七
九
年
、
参
照
。
森
戸
の
蔵
書
の
マ
ル
ク
ス
主
義
部
門
に
お
い
て
、
最
も
多
い
の
は
、
マ
ッ
ク
ス
・
ア
ド
ラ
ー
を
中
心
と
す
る
オ
ー
ス
ト
ロ
・
マ
ル
ク
ス
主
義
で
あ
る
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。
同
上
、
解
説
、
参
照
。
オ
ー
ス
ト
ロ
・
マ
ル
ク
ス
主
義
に
つ
い
て
は
、
Ｔ
・
ポ
ッ
ト
モ
ァ
の
今
日
的
評
価
が
あ
り
、
人
間
的
解
放
や
人
間
的
社
会
生
活
を
キ
ー
・
ワ
ー
ド
す
る
マ
ル
ク
ス
主
義
理
解
の
可
能
性
を
示
し
た
知
的
作
業
と
し
て
評
価
さ
れ
て
い
る
。
Ｈ
、。【５．門の陣甸・ＣＣＣｑｐ跨農ミー』寄寓ミヨ、ご『、．ｂ・瞳・ポットモァは、マーティン・ジェイを援用しながら、オースト
ロ・マルクス主義とフランクフルト学派における知的協同作業の手法に注目している。９．画～車．
（４）森戸、同右、「思想の遍歴（上）」一一一七～二一八ページ。独立社会民主党に示される中間派社会民主主義の立場か
ら
現
実
主
義
的
な
右
派
へ
の
移
行
に
、
森
戸
は
「
幾
年
月
」
を
必
要
と
し
た
と
述
べ
て
い
る
。
（５）古関、前掲（一の注２）「新憲法の誕生」二六四ページ。
（
６
）
森
戸
辰
男
「
遍
歴
八
十
年
」
日
本
経
済
新
聞
社
、
’
九
七
六
年
、
六
三
ペ
ー
ジ
。
3９
（
７
）
一
九
四
七
年
二
月
一
五
日
か
ら
四
日
間
、
東
京
大
学
法
学
部
三
一
番
教
室
で
開
催
さ
れ
た
憲
法
普
及
会
に
よ
る
「
中
堅
官
吏
七
○
○
名
」
に
対
す
る
特
別
講
習
会
に
お
け
る
森
戸
の
講
義
。
古
関
、
前
掲
（
一
の
注
２
）
「
新
憲
法
の
誕
生
」
二
六
四
～
二
六
七
ペ
ー
ジ
に
よ
る
。
（
８
）
森
戸
、
前
掲
（
四
の
注
６
）
「
遍
歴
八
十
年
」
六
五
ペ
ー
ジ
、
六
七
ペ
ー
ジ
。
（９）森戸の蔵書に収められている「全労働収益権史論」のテクストと目される文献は、皆〕８口富のロ、２ｈ百句ｓ『ロミ
鳥菖ざ（』§』＆§§息冒の畷、鳶秤育、ト旨爵行冨愚ぐ一の：少量山砲の》巨◎・である。当時の森戸のＡ・メンガー論と
し
て
は
、
次
の
諸
論
稿
が
あ
る
。
〃
ア
ン
ト
ン
・
メ
ン
ガ
ア
の
学
的
貢
献
ｌ
特
に
法
的
社
会
主
義
に
就
了
「
我
等
」
第
六
巻
第
五
号
、
一
九二四年六月。〃法的社会観の史的考察〃「我等」第六巻第六号、一九二四年七月。〃法的社会観と経済基本権〃『税等」
第
六
巻
第
七
号
、
一
九
二
四
年
八
月
。
な
お
、
森
戸
が
こ
の
段
階
で
確
認
し
て
い
る
日
本
の
社
会
へ
の
Ａ
・
メ
ン
ガ
ー
の
導
入
と
し
て
は
、
福
田
徳
三
に
よ
る
生
存
権
論
に
つ
い
て
の
評
価
、
米
川
庄
太
郎
に
よ
る
「
法
的
社
会
主
義
」
に
つ
い
て
の
評
価
が
あ
っ
た
。
ほ
か
に
、
Ａ・メンガーの主要著作が河村又介の訳「新国家論」、藤木直の訳「新道徳学」「民衆政策」、「二人の法律家」の訳
「
民
法
と
無
産
階
級
」
に
よ
っ
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
「
二
人
の
法
律
家
」
と
は
三
淵
忠
彦
と
井
上
登
で
あ
り
、
「
我
等
」
誌
に
お
け
る
一
九
二
○
年
四
月
か
ら
一
九
二
四
年
九
月
に
か
け
て
の
断
続
的
な
訳
業
が
そ
れ
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
法
政
大
学
大
原
社
会
問
題
研
究
所
に
よ
る
覆
刻
版
「
我
等
」
誌
に
依
る
。
な
お
付
け
加
え
て
お
け
ば
、
鈴
木
義
男
は
、
森
戸
の
ド
イ
ツ
社
会
民
主
主
義
の
分
析
に
敬
意
を
表
し
な
が
ら
も
、
Ａ
・
メ
ン
ガ
ー
の
評
価
に
つ
い
て
は
「
論
旨
の
一
貫
せ
ざ
る
…
…
」
所
に
留
意
し
つ
つ
、
「
法
的
社
会
主
義
」
と
し
て
は
ル
ー
ド
ヴ
ィ
ヒ
・
シ
ュ
タ
イ
ン
の
方
が
体系化に成功しているとの見解を示していた。鈴木義男、〃社会的立法の思想体系（中）続〃「社会政策時報」第八○
号、一九二七年五月、四○～四一一一ページ。
（
、
）
ア
ン
ト
ン
・
メ
ン
ガ
ー
箸
・
森
戸
辰
男
訳
「
近
世
社
会
主
義
思
想
史
」
我
等
社
、
’
九
一
二
年
、
お
よ
び
、
同
上
「
全
労
働
収
益
権
史
論
」
弘
文
堂
、
一
九
二
四
年
の
「
訳
者
序
」
。
森
戸
の
こ
の
よ
う
な
批
判
精
神
は
、
一
高
時
代
、
新
渡
戸
稲
造
か
ら
受
け
た
影
響
に
依
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ち
な
み
に
徳
富
蘆
花
の
―
高
に
お
け
る
「
謀
叛
論
」
の
講
演
は
、
森
戸
が
交
渉
役
で
実
現
さ
せ
、
新
渡
戸
の
許
可
を
得
た企画であった。森戸、前掲（四の注６）『遍歴八十年」一九～二○ページ。
4０
憲法議会における「ワイマール・モデル」
（Ｍ）森戸辰男〃平和の構造〃『改造」一九四○年四月。同右「戦争と文化」二四七～二四八ページ。
（西）森戸辰男〃戦争と知識階級〃『中央公論一一九三八年一一月。同右『戦争と文化」三四ページ。
（
肥
）
森
戸
辰
男
〃
「
新
体
制
」
の
世
界
史
的
進
路
Ｉ
国
防
国
家
の
社
会
的
・
文
化
的
使
命
ｌ
〃
「
中
央
公
論
」
一
九
四
○
年
一
一
月
。
同
右
「戦争と文化」二九七ページ、二六一一一ページ。森戸の蔵書において【日一冨口目の目ご§§§且の§房Ｓへ笥冒
鱒謎唇（§鳥吻ロミ日房．旧の丘８ｓ韻・を確認出来る。前掲（四の注３）「森戸文庫目録」による。なお、同書のドイツ語
版と一九四○年の英語版との異同については著者自身の言及がある。英語版〃緒一一一一口“。また、邦訳書「変革期における
人間と社会」みすず書房、’九六二年、における訳者・福武直の解説をも参照。
（Ⅳ）森戸辰男〃戦時社会政策論〃「中央公論」一九一一一九年七月。同右「戦争と文化」一○｜、一○三、一○七ページ。や
が
て
森
戸
は
、
ナ
チ
ズ
ム
に
お
け
る
労
働
権
の
実
現
形
態
は
「
労
役
制
度
」
で
あ
っ
た
と
批
判
す
る
の
で
あ
る
が
、
か
っ
て
の
「
ラ
ウ
プ
ヴ
ィ
ル
ト
シ
ャ
フ
ト
」
へ
の
警
告
は
、
こ
の
批
判
展
開
の
布
石
に
な
っ
た
と
見
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
か
。
森
戸
辰
男
「
労
働
組
合
の
課
題」君島書房、一九四七年、一○八ページ。
（
Ⅲ
）
森
戸
辰
男
”
「戦争と文化」
（ｕ）森戸辰男「思想と闘争」改造社、一九二五年、六八ページ。森戸のこの最初の評論集には、〃震災と「主義者」と反
動
勢
力
〃
の
ほ
か
、
国
粋
主
義
者
と
政
治
的
殺
人
Ｉ
ド
イ
ツ
革
命
後
に
舵
け
る
政
治
的
殺
人
の
一
考
察
ｌ
〃
〃
大
杉
栄
君
の
追
憶
ｌ
社
会
思
想
家
と
し
て
の
彼
の
一
面
Ｉ
〃
〃
治
安
維
持
法
と
社
会
主
義
〃
な
ど
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
評
論
集
は
や
が
て
絶
版
と
さ
れ
るのであった。ドイツ革命におけるテロリズムの文献として、前掲（四の注３）「森戸文庫目録」で同．］・のロョヶ＆》
§凰冒寄蔚量○員巳昌・》寄忌百幕ざ毎房ｓミミ○貝」層・などを確認出来る。
Ｅ）たとえば「思想の遍歴」（四の注１）は「上」の「クロポトキン事件前後」に留まり（「下」の内容は未見）「遍歴八
十年」（四の注６）は、一九三○年代前後について、大原社研での研究活動、大阪労働学校、河合栄治郎との論争「大
学顛落論」、などを語って終わっている。
（Ⅲ）森戸辰男〃戦争と文化ｌ長期戦下における知識階層の責務についてｌ〃「改造」一九三九年四月。前掲（四の注２）
六三ページ。
4１
⑮）森戸辰男「社会民主主義のために」第一出版株式会社、一九四七年。これは森戸の第三番目の評論集になっている。
一
九
四
五
年
一
○
月
二
三
日
の
ラ
ジ
オ
放
送
は
〃
民
主
主
義
の
拡
充
〃
と
し
て
、
一
九
四
六
年
一
月
一
一
一
○
日
～
二
月
一
日
の
ラ
ジ
オ
放
送
は
〃
社
会
的
国
家
の
建
設
〃
と
し
て
、
同
書
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
な
お
、
森
戸
の
「
社
会
的
国
家
」
論
に
お
い
て
、
天
皇
制
は
「
国
民
の宗家」への「常識的な妥協」策の対象とされていた。同上書、一一一一～三二ページ。’五一～一五二ページ。
元
）
森
戸
辰
男
〃
救
国
民
主
連
盟
と
民
主
主
義
の
前
進
〃
「
小
天
地
」
第
五
号
、
一
九
四
六
年
七
月
。
「
社
会
的
国
家
」
を
「
社
会
的
革
命
」
の
総
過
程
に
お
い
て
実
現
し
よ
う
と
す
る
森
戸
の
発
想
は
、
救
国
民
主
連
盟
の
提
起
、
森
戸
Ⅱ
稲
村
論
争
、
に
お
い
て
具
体
的
な
姿
を
示
す
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
に
、
ナ
チ
ズ
ム
を
通
過
し
た
ワ
イ
マ
ー
ル
・
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
が
ド
イ
ツ
共
和
国
連
邦
に
お
い
て
「
闘
う
民
主
主
義
」
と
し
て
再
生
さ
れ
る
過
程
に
通
底
す
る
動
向
を
見
出
す
こ
と
が
出
来
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
森
戸
の
「
思
想
の
遍
歴
」
に
お
け
る
フ
ィナーレ部分についての考察が必要とされる。なお、社会的国家の今日的意味内容については、「国家の市民社会化」
を
見
る
広
渡
清
吾
〃
西
ド
イ
ツ
に
お
け
る
「
国
家
」
ｌ
「
社
会
国
家
」
論
の
射
程
と
限
界
ｌ
〃
「
講
座
現
代
資
本
主
義
国
家
と
大
月
書
店
、
（
田
）
森
戸
辰
男
「
独
逸
労
働
戦
線
と
産
業
報
国
運
動
」
改
造
社
、
一
九
四
一
年
、
一
三
ペ
ー
ジ
、
二
六
～
二
七
ペ
ー
ジ
。
日
本
の
産
報
に
ド
イ
ツ
労
働
戦
線
を
「
典
型
」
と
し
て
対
置
す
る
森
戸
の
発
想
に
は
、
産
報
運
動
が
示
し
た
「
上
よ
り
の
革
新
」
を
払
拭
す
る
熱
意
が
含
ま
れていた。たとえば同上書、三一～三一一一ページ参照。日本の産報は、むしろ「北米合衆国の合法的のニュウ・デール
に
似
て
ゐ
る
」
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
同
上
書
に
「
追
記
」
さ
れ
て
い
る
労
働
者
出
身
の
リ
ー
ダ
ー
・
鈴
木
悦
次
郎
へ
の
切
せ
っ
たる追悼文を参照。
を
見
る
広
渡
清
吾
〃
西
ド
イ
ツ
』
一九八○年、が参考にたる。
1２
憲法議会における ｢ワイマール・モデル」
ワ
イ
マ
ー
ル
共
和
国
に
お
け
る
社
会
化
の
実
験
は
、
制
度
と
し
て
見
る
べ
き
成
果
を
挙
げ
た
わ
け
で
は
な
く
、
成
功
し
た
と
は
言
え
ない。今日、ワイマール憲法は「社会化実現の可能性を示唆した」だけであるとされ、社会化の実験については、
「社会化というこの華やかな象徴は、社会主義の見地からみて、全く無に等しい遺産を残したにとどまり……」と、
（１）
「敗北」の総砧がなされている。そのような社会化の実験ではあったが、一九一一一一年のベルリンにおける鈴木義男は、
ま
た
、
一
九
二
一
年
の
ベ
ル
リ
ン
に
お
け
る
森
戸
辰
男
は
、
ワ
イ
マ
ー
ル
・
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
を
、
そ
の
社
会
化
動
向
の
文
脈
に
お
い
て
と
ら
え
、
一
つ
の
社
会
主
義
の
意
欲
的
で
刺
戟
的
な
実
験
と
し
て
受
け
止
め
た
上
で
、
日
本
の
社
会
に
持
ち
帰
っ
て
い
た
。
Ｋ
・
マ
ン
ハ
イ
ム
は
、
ワ
イ
マ
ー
ル
共
和
国
崩
壊
の
少
し
前
の
時
点
で
、
お
そ
ら
く
は
一
九
三
○
年
代
の
冒
頭
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
が
、
ハ
ン
ナ
・
ア
ー
レ
ン
ト
に
、
「
将
来
ワ
イ
マ
ー
ル
が
ペ
リ
ク
レ
ス
時
代
の
新
版
と
し
て
回
顧
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
と
誇
ら
し
げに語った」と伝えられている。そう伝えるのはピーター・ゲイであるが、「ワイマール文化」は、「瞬間の作品」
であり「黄金の二○年代」であっただけでなく、「体制内異端」（・口〔の丘の『口のヨの丘の『）として、一九一八年を起点とす
（２）
る
社
会
化
の
実
験
に
お
い
て
こ
そ
と
ら
え
ら
れ
る
べ
き
で
あ
っ
た
の
で
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。
マ
ン
ハ
イ
ム
が
言
う
の
で
あ
れ
ば
、
「ペリクレス時代」の意味は、「カリガリ博士」に代表される「文化」だけではなかったはずである。
ここで、「ワイマール文化」を現代社会における社会化動向の始点としてとらえるならば、大正デモクラット社会
派
と
し
て
の
鈴
木
義
男
や
森
戸
辰
男
に
お
け
る
ド
イ
ツ
革
命
の
成
果
の
社
会
化
側
面
に
お
け
る
受
容
は
、
日
本
の
社
会
に
お
け
る
先
駆
（３）
的なワイマール・デモクーフシーの評価となっていたと位置づけられることになる。
五
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
に
お
け
る
ワ
イ
マ
ー
ル
・
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
受
容
ｌ
結
び
と
し
て
Ｉ
4３
と
こ
ろ
で
、
ワ
イ
マ
ー
ル
・
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
社
会
化
動
向
に
着
目
し
た
評
価
と
受
容
は
、
鈴
木
義
男
や
森
戸
辰
男
に
お
け
る
先
駆
的
な
、
し
か
し
、
特
異
な
事
例
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
う
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
一
九
四
○
年
代
後
半
に
お
け
る
憲
法
議
会
か
ら
逆
算
し
て
探
し
当
て
た
大
正
デ
モ
ク
ラ
ッ
ト
社
会
派
の
ワ
イ
マ
ー
ル
・
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
と
の
遭
遇
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
鈴
木
と
森
戸
の
例
を
「
憲
法
議
会
」
と
い
う
デ
ー
タ
・
ベ
ー
ス
に
遡
及
入
力
し
た
わ
け
で
あ
る
が
、
一
九
一
○
年
代
か
ら
二
○
年
代
に
か
け
て
の
日
本
社
会
へ
の
ワ
イ
マ
ー
ル
・
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
導
入
状
況
を
、
「
ワ
イ
マ
ー
ル
・
モ
デ
ル
」
と
い
う
デ
ー
タ
・
ベ
ー
ス
構
築
を
目
指
し
て
と
ら
え
る
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
な
り
に
か
な
り
多
並
の
情
報
を
投
入
出
来
る
と
推
定
さ
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
検
証
と
し
て
次
の
一
例
を
検
索
す
る
に
留
め
た
い
。
そ
れ
は
一
九
二
○
年
に
ベ
ル
リ
ン
で
学
ん
だ
労
働
法
の
開
拓
者
・
孫
田
秀
春
の
例
で
あ
る
。
当時の東京高商、その後の一橋大学から派遣された留学生・孫田は、ベルリンで、カップ一摸と、それに抗議す
る
労
働
者
の
ゼ
ネ
ス
ト
の
現
場
に
立
ち
会
っ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
騒
然
と
し
た
雰
囲
気
の
中
で
孫
田
が
学
ん
だ
の
は
、
ほ
か
な
ら
ぬ
ア
ン
ト
ン
・
メ
ン
ガ
ー
の
社
会
法
学
で
あ
っ
た
。
孫
田
は
、
法
の
本
質
に
関
す
る
理
解
で
、
ア
ン
ト
ン
・
メ
ン
ガ
ー
の
立
場
に
立
て
な
か
っ
た
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
一
九
二
○
年
代
初
頭
、
ベ
ル
リ
ン
と
ベ
ル
ン
、
ウ
ィ
ー
ン
を
つ
な
ぐ
社
会
法
学
拾
頭
の
雰
囲
気
に
身
を
撞
き
、
法
社
会
学
の
起
点
と
し
て
の
社
会
法学に、あるいは労働法そして社会法の理論としての社会法学に、一度は沈潜しているのである。
一
九
二
○
年
七
月
オ
イ
ゲ
ン
・
エ
ー
ア
リ
ヒ
先
生
に
命
ぜ
ら
れ
た
ま
ま
、
そ
の
御
遺
志
を
体
し
て
、
私
は
そ
の
後
し
ば
ら
く
の
間
（
ベ
ル
リ
ン滞在中ｌ引用者）アントン・メンガーの法律思想の研究に可なりの時と努力を費した。「民法と無産階級」、「法律学の社
会的職分」、「労働全収益権論」等を中心とした研究であったことはいうまでもない。そしてこれに次でオットー・ギール
ケの「私法の団体的職分」やフルドの「民法と社会政策」、ブランクの「ドイツ民法の社会的傾向」等ドイツ民法第一草案
4４
憲法議会における ｢ワイマール・モデル」
東
京
帝
国
大
学
で
労
働
法
制
の
講
義
が
開
設
さ
れ
た
の
は
一
九
二
○
年
で
、
担
当
者
は
未
弘
厳
太
郎
で
あ
っ
た
。
一
九
二
四
年
、
東
京商科大学と法政大学で労働法の講座が開かれ、担当者は孫川秀春であった。孫田によれば、一九二○年、帰国直
前の末弘とこれからベルリンで学ぼうとする孫川は、スイスのベルンで会い、そこで労働問題を民法学における臓
伽
関
係
の
問
題
と
し
て
扱
う
こ
と
に
つ
い
て
意
見
を
交
換
し
た
と
い
う
。
日
本
の
社
会
に
お
け
る
労
働
法
学
の
出
発
点
は
、
孫
川
に
よ
れば、一九二○年のベルンにおける末弘と孫川の避遁であったとされている。それはともかく、孫田はベルンで、
末
弘
を
中
心
と
す
る
日
本
人
法
学
者
数
名
と
オ
イ
ゲ
ン
・
エ
ー
ル
リ
ッ
ヒ
に
会
い
、
そ
れ
を
機
会
に
、
短
期
間
で
は
あ
っ
た
が
エ
ー
ル
リ
ッ
ヒ
か
ら
の
個
人
的
指
導
を
受
け
た
。
そ
の
後
で
、
孫
田
は
エ
ー
ル
リ
ッ
ヒ
の
示
唆
に
従
っ
て
、
ベ
ル
リ
ン
に
お
け
る
ア
ン
ト
ン
。
（５）
メ
ン
ガ
ー
研
究
を
開
始
し
た
の
で
あ
っ
た
。
ヨーロッパのドイツ語圏における社会民主主義は、社会化の実験において、体制内に浸透する異端（・ロ回ｑＲｍｍ
月丘の『）のあり方を模索した。その実験は見るべき成果を挙げなかった。しかし、束アジアの日本から来た刑学生
たちは、社会化の発想と理論を持ち帰り、法曹の世界における、あるいは高等教育の領域における、さらには労働
問
題
の
分
野
に
お
け
る
「
密
教
」
と
し
て
保
持
し
続
け
、
発
酵
さ
せ
る
こ
と
に
成
功
し
た
の
で
あ
る
。
ほぼ四○年前、一八八○年代の初頭、伊藤博文が「プロイセン・モデル」を受容する場となったのがベルリンで
あ
っ
た
が
、
一
九
二
○
年
代
初
頭
の
ベ
ル
リ
ン
は
、
日
本
人
法
学
者
や
経
済
学
徒
、
あ
る
い
は
哲
学
の
徒
に
よ
っ
て
「
ワ
イ
マ
ー
ル
。
（６）
モデル」を受容する場となっていた。「擬似一示教としての知には、必ず帰依すべき聖地が存在する」のであった。
に
対
す
る
ド
イ
ツ
側
学
者
の
進
歩
的
な
批
判
論
文
を
読
み
、
そ
れ
に
前
に
掲
げ
た
一
九
一
九
年
の
ヘ
ー
デ
マ
ン
の
「
民
法
と
現
代
」
を
改
め
て
（４）
読
み
直
し
て
み
て
、
だ
ん
だ
ん
と
民
法
学
に
お
け
る
社
今
室
問
題
の
所
在
が
鮴
ぼ
ん
や
り
な
が
ら
わ
か
っ
て
き
た
よ
う
な
気
が
し
た
。
1５
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
状
況
下
に
お
け
る
日
本
社
会
の
「
改
造
」
を
基
底
的
価
値
意
識
と
す
る
日
本
の
学
徒
た
ち
が
、
ド
イ
ツ
革
命
の
帰
結
と
し
て
の
ワ
イ
マ
ー
ル
・
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
を
「
模
範
国
」
形
態
と
し
て
受
容
し
た
理
論
作
業
は
、
帝
国
憲
法
体
制
下
の
日
本
の
社
会
に
お
け
る
社
会
化
志
向
伏
流
化
の
知
的
営
為
と
な
っ
た
。
一
九
四
六
年
の
憲
法
議
会
に
お
け
る
鈴
木
義
男
や
森
戸
辰
男
の
憲
法
草
案
修
正
の
作
業
は
、
そ
の
よ
う
な
伏
流
の
表
出
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
。
（
１
）
篠
原
一
「
ド
イ
ツ
革
命
史
序
説
ｌ
革
命
に
お
け
る
エ
リ
ー
ト
と
大
衆
Ｉ
」
岩
波
書
店
、
一
九
五
六
年
、
一
五
九
ペ
ー
ジ
、
一
六
二
ペ
ー
ジ
。
先
に
岡
義
武
「
ワ
イ
マ
ー
ル
共
和
国
の
悲
劇
」
に
お
い
て
、
社
会
化
動
向
へ
の
「
抑
制
」
と
「
局
限
化
」
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
の
を
見
た
（
三
の
注
３
）
。
こ
の
岡
の
指
摘
は
、
篠
原
に
よ
っ
て
詳
し
く
展
開
さ
れ
た
。
篠
原
は
、
ド
イ
ツ
革
命
の
分
析
に
あ
た
っ
て
、
大
衆
の
参
加
の
要
因
よ
り
も
指
導
の
要
因
を
重
視
し
て
い
た
。
「
社
会
民
主
党
幹
部
は
、
権
力
の
主
体
者
と
し
て
の
自
己
の
責
任
を
無
視
し
て
、
主
体
的
条
件
の
欠
如
を
専
ら
労
働
者
階
級
の
社
会
意
識
の
低
さ
に
帰
着
せ
し
め
、
社
会
化
実
現
の
可
能
性
を
労
働
者
階
級
の
成
長
如
何
に
か
か
わ
ら
し
め
た
」
と
す
る
篠
原
は
（
同
上
、
一
七
一
ペ
ー
ジ
）
、
そ
の
よ
う
な
社
会
民
主
党
幹
部
の
思
考
様
式
に
お
け
る
「
創
造
性
」
の
欠
落
に
、
社
会
化
の
進
展
の
阻
止
要
因
を
見
出
し
て
い
る
。
「
ド
イ
ツ
革
命
は
、
革
命
と
い
う
動
乱
の
時
代
に
、
し
か
も
強
力
な
政
治
権
力
を
行
使
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
新
し
い
建
設
を
行
な
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
特
殊
な
政
治
状
況
に
お
い
て
、
革
新
的
エ
リ
ー
ト
と
し
て
も
な
お
充
分
と
は
い
い
え
な
い
よ
う
な
思
考
様
式
を
も
っ
た
代
表
的
エ
リ
ー
ト
（
代
行
主
主
義
的
エ
リ
ー
ト
ー
引
用
者
）
、
言
葉
を
か
え
て
い
え
ば
、
創
造
的
構
想
は
も
と
よ
り
、
時
代
に
対
す
る
洞
察
力
を
も
欠
い
た
エ
リ
ー
ト
が
、
政
治
権
力
の
衝
に
当
ら
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
と
い
う
と
こ
ろ
に
、
そ
の
悲
劇
の
究
極
的
な
原
因
を
も
っ
て
い
た
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
」
（
一
八
六
ペ
ー
ジ
）
と
篠
原
は
言
う
。
そ
し
て
、
こ
の
「
ワ
イ
マ
ー
ル
共
和
国
の
悲
劇
」
は
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
労
働
運
動
の
悲
劇
」
（
Ａ
・
シ
ュ
ト
ゥ
ル
ム
タ
ー
ル
）
に
引
き
継
が
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
篠
原
の
「
ド
イ
ツ
革
命
史
序
説
」
が
析
出
し
た
代
行
主
義
エ
リ
ー
ト
に
お
け
る
ス
テ
ー
ッ
マ
ン
シ
ッ
プ
欠
落
の
問
題
性
は
、
今
日
、
篠
原
が
新
た
に
析
出
す
る
「
ラ
イ
プ
リ
ー
・
ポ
リ
テ
ィ
ク
ス
」
の
状
況
に
お
い
て
も
、
な
お
有
効
で
あ
る
と
見
た
い
。
（２）勺の§のど．｝専尋目、Ｑ（（言愚詩ｇへ冴蔦、目目冨』鳥弐ご急・亀島康一訳「ワイマール文化」みすず書房、’九八七
4６
懸法議会における「ワイマール・モデル」
（３）ワイマール悪法の条文は、一九二○年代、日本の社会に紹介されていた。たとえば、土橋友四郎著訳「日本懸法比
較
対
照
・
世
界
各
国
憲
法
」
有
斐
閣
、
一
九
二
五
年
が
あ
る
。
イ
エ
リ
ネ
ッ
ク
の
憲
法
変
遷
論
の
視
点
で
コ
ハ
四
九
年
の
憲
法
」
に
お
ける「国民の基本権」が「ワイマール恋法、即ち独逸現行懸法に雌て其大部分が復活した」と説く浅井清「近代独逸
恋法史」脳応義塾出版局、一九ニハ年、など、例の少ない比較恋法論の成果となっている。一九三三年の授椛法によ
っ
て
ワ
イ
マ
ー
ル
懸
法
が
空
文
化
さ
れ
た
段
階
で
、
国
民
社
会
主
義
労
働
党
綱
緬
と
の
比
較
に
お
い
て
、
ワ
イ
マ
ー
ル
懸
法
の
全
文
が
逐
条
解
説
さ
れ
て
い
る
皮
肉
な
例
も
あ
る
。
土
橋
友
四
郎
「
ナ
チ
ス
独
逸
帝
国
の
修
正
憲
法
ｌ
ナ
チ
ス
政
権
に
依
り
修
正
さ
れ
た
る
ワ
イ
マ
ール憲法ｌ」錦松堂、一九三八年。ワイマール・デモクラシーを積極的に評価する形跡は稀薄であった。
（
４
）
孫
旧
秀
春
「
労
働
法
の
開
拓
者
た
ち
ｌ
労
働
法
四
十
年
の
思
い
出
ｌ
」
実
業
之
日
本
社
、
一
九
五
九
年
、
二
五
ペ
ー
ジ
。
（
５
）
孫
川
秀
春
や
末
弘
厳
太
郎
な
ど
と
共
に
、
ペ
ル
ン
で
エ
ー
ル
リ
ッ
ヒ
を
囲
ん
だ
日
本
人
法
学
者
は
、
宮
本
英
術
（
京
大
、
刑
法
）
、
森
山
武
市
郎
（
控
訴
院
検
事
長
、
民
法
、
労
働
法
）
、
大
谷
美
隆
（
明
大
、
民
法
、
憲
法
）
ら
で
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
（
同
右
、
一
八
ペ
ー
ジ
）
。
孫
田
は
、
ベ
ル
ン
で
桑
田
熊
蔵
と
会
っ
た
後
（
同
上
、
七
四
ペ
ー
ジ
）
、
一
九
二
二
年
に
は
ベ
ル
リ
ン
で
、
美
濃
部
達
吉
、
春
木
一
郎
、
矢
作
栄
蔵
、
豊
島
直
通
ら
が
ギ
ー
ル
ヶ
に
つ
い
て
語
り
合
う
な
ど
す
る
会
合
に
出
席
し
た
と
回
顧
し
て
い
る
（
同
上
、
一
○
一
ペ
ー
ジ
）
。
三
木
滴
が
一
九
二
二
年
に
カ
ー
ル
・
マ
ン
ハ
イ
ム
や
カ
ー
ル
・
レ
ヴ
ィ
ッ
ト
か
ら
「
読
書
指
導
」
を
受
け
た
よ
う
に
、
孫
川
秀
春
は
、
オ
イ
ゲ
ン
・
エ
ー
ル
リ
ッ
ヒ
や
ル
ド
ル
フ
・
シ
ュ
タ
ム
ラ
ー
か
ら
「
個
人
脂
靭
」
を
受
け
て
い
た
。
い
ず
れ
も
、
稀
馴
榔
や
掛
砿
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
大
趾
嚇
入
以
上
に
強
烈
な
ワ
イ
マ
ー
ル
文
化
の
伝
遠
と
受
容
の
形
態
で
あ
っ
た
。
（
６
）
山
室
信
一
「
法
制
官
僚
の
時
代
ｌ
国
家
の
設
計
と
知
の
雁
程
Ｉ
」
木
鐸
社
、
一
九
八
四
年
、
三
ペ
ー
ジ
。
一
九
世
紀
末
に
お
け
る
日
本
の法制官僚における準拠枠組としてのフランス、イギリス、プロイセン、などのモデル化について、「模範国」データ
ベースの描築がこの轡で試みられている。ところで、この浩翰の書で、「ドイツ学」の壁が一九四五年における「超越
的な知の降臨」によって突き崩された、とあるが（同上轡、三一七ページ）、以上の拙論における論議は、「ドイツ学」
年
、
〃
序
“
を
参
照
。
ピ
い
る
点
に
注
、
し
た
い
。 ピ
ー
タ
ー
・
ゲ
イ
が
、
ト
レ
ル
ナ
、
マ
イ
ネ
ッ
ケ
、
そ
し
て
マ
ン
ハ
イ
ム
を
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
の
先
行
者
と
論
じ
て
７
が「プロイセン。モデル」「から「ワイマール・モデル」に転換して継受されていることの一検証になってはいないで
あろうか。
4８
